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過疎地域自立促進計画特別委員会 ３月１日（火）        開 会  １０時００分 

 

審査の経過概要 

 

岩﨑健二委員長 

  おはようございます。きのうに引き続き、過疎地域自立促進計画特別委員会を開会いたし

ます。 

昨日は企画調整課長から第１章から第１０章まで説明をいただきました。本日は各省ごと

に所管課を呼び質疑を行います。また、議案第６号阿久根市過疎地域自立促進計画の一部訂

正の申し出がありました。この正誤表について、企画調整課長に説明を求めます。 

山元企画調整課長 

  議案第６号、阿久根市過疎地域自立促進計画（平成２８年度～平成３２年度）につきまし

て、審議に入ります前に、計画本文中に誤りがございましたので、お手元に配布させていた

だいております正誤表のとおり訂正してくださいますよう、お詫びしてお願い申し上げます。 

訂正箇所につきましては、正誤表のとおり２１ページの表２の１、専・兼業別農家数、農

家人口、経営耕地面積、下２段の自給的農家数を販売農家数に。２４ページの上から３行目、

５、企業の誘致対策に係る本文中「までの過去５年間で１１件となり」を、「現在操業して

いる企業件数は１１件であり」にそれぞれ訂正をお願い申し上げるものでございます。今回、

このような訂正をお願い申し上げますが、なにとぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○第１章 基本的な事項 

岩﨑健二委員長 

課長の説明は終わりました。それでは、まず、第１章について質疑に入ります。皆さんか

らの質疑をお願いいたします。第１章基本的な事項であります。 

竹原恵美委員 

全体に対して、箇所箇所でいくんでしょうけれども、全体に対しての見方というのはどこ

で質問を投げる場所がありますか。 

岩﨑健二委員長 

全体については最終で、まとめについては最終でお願いします。きょうは章ごとにお願い

します。第１章は１９ページまでになります。 

竹原信一委員 

いちばん基本的な感じのところを聞きたいんですけどね、あのね、今までの過去のやり方

の次に、積み木するような感じで乗せていったんじゃ、進歩も変化も起こらないわけですよ

ね。そこんところは根本的なものについて、意識を変革しないと、今まで落ちてきたものが

さらに落ちていくだけ。落ちていくのを前提に、少し角度を変えようか、みたいな発想じゃ

いかんわけですよ。そういったことに関して、根本的な議論というのは阿久根市役所の中で

やったのかな、ほんとうに、どうなんですか。今までのやり方を続けましょう、じゃあそこ

に作文をつくりなさいという調子でやったのかな、それともちょっと根っこから考えてみよ

うかという話でみんなで議論したことがあったのかな。 

山元企画調整課長 

今回の２８年度から３２年度までの過疎計画を策定するに当たりましては、この前の２２

年度から２７年度までの前計画の総括という形で各所管課の方で見直しを行った上で新たな

過疎計画ということで策定をしたところでございます。したがいまして、全く新しいものと

いうことではなくて、前計画を総括する中で、引き継ぐものは引き継ぎ、新たに現在今期計

画の策定に当たりましては、総合戦力の策定時期とも重なっておりますので、総合戦略の視

点、こういったものも踏まえて、新しい計画という形で今回は策定したところでございます。 

竹原信一委員 
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各課で作ったものを足して、次のやつに繋げると。今までの同じやり方をやってきたとい

うことですね。ああ、根本的なものについて一緒に議論しようという場面はなかったわけで

すね。わかりました。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。第１章についてありませんか。ないですか第１章について。 

  [「なし」と呼ぶ者あり] 

なしということですので、なければ第１章について審査を一時中断します。 

ちょっと休憩に入ります。 

 

（休憩 １０:０５～１０:０６） 

 

○第２章 産業の振興 

岩﨑健二委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。次に第２章について質疑に入ります。 

竹原恵美委員 

  お尋ねします。阿久根市には大綱があったりいろんな計画があっててそれがそれらと繋が

っているものだと思われるんですけれども、この章に対して、この過疎地域自立促進計画で、

この章で新しいこと、ほかの連携でさっきも似たようなもの、質問と変わらないんですけれ

ども、ほかの計画と連動しているので違わないところがありながらこの計画、この章におい

て、新しい提案なり変化が、変更があった部分を教えてください。 

山元企画調整課長 

  同じような事業もあるんですけれども、事業内容のところで変わった部分ということでお

答えさせていただきます。まず、３０ページの事業計画をご覧いただきたいと思います。今

回新たに搭載した形になっておりますのが、一番上の農業競争力強化基盤整備事業阿久根南

部地区、それから２つ飛ばしまして、ため池整備の大漉地区、それから農業農村活性化推進

整備事業の折口地区、団体営農基盤促進事業の桐野地区、多面的機能支払交付金、民有林林

道事業、吉川線、それから同じく西目線、小麦山線、金山線、ひとつ飛ばしましてかごしま

の特用林産物総合対策事業、市有林整備事業、作業道急坂舗装工事、それからひとつ飛ばし

まして、機能保全計画策定業務、都市公園事業、阿久根大島活用プロジェクト、それから阿

久根はなＨＡＮＡ華まつり、特産品販路拡大事業、それから４つ飛ばしまして、漁業後継者

就業支援事業、新規就農者支援事業、あくねファン創出事業、自然保護と観光地づくり、歴

史資源を活かした観光地づくり、阿久根で縁結び出会いサポート事業、それから３つ飛ばし

まして、農林業振興センター栽培活動事業、耕作放棄地解消対策事業、農業振興地整備促進

事業、渇水対策事業、それから１つ飛ばしまして、農業再生協議会、機能集団育成事業、

人・農地プラン推進支援事業、青年就農給付金事業、農地中間管理機構事業、特定野菜価格

差補給事業、農業者経営所得安定対策推進事業、新たな水田農業確立推進事業、農業経営基

盤強化資金利子助成、出荷奨励事業、市内元地区導入事業、畜産関係制度資金利子補給事業

でございます。これらは新しい事業ということではございませんけれども、従来から取り組

んでいる事業ですけれども、今回過疎計画に搭載したというような事業も含まれているとこ

ろでございます。以上です。 

竹原恵美委員 

  その中で、新しいところ、前の冊子には前の既刊にはなかったものとして紹介いただいた

んですけれども、今まで議会が知り得るところの事業計画の中で出て来なかったもの、ここ

で今ご紹介いただいたのはすでに教えてもらってる、ほかの課なりの計画の中で知っている

作業かとは思うんですけど出てきてないものってあり得るんですか。ほかで計画の中で、立

ってない、今までの、おっしゃいましたよね、もうすでに進んでる事業っておっしゃいまし

竹れども、全くそれまでで今まで見てない事業は、入ってないもの、基本的には新しい、こ
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の計画には今まで行ってきた事業で知ってるものが入っているのであって、全く新しい内容

のものが入ってるものではないというふうに今基本的に考えたらいいんですか。今ここでや

ろうとしてるのは、前期間、前の期間の計画書と新しいこの今作られた計画書の差を教えて

もらっていて、こういうふうにこの場で説明をうけてるんだけれども、事業自体のすべては、

ほぼすべてはもう進んでいたり、もう知られている内容が書いてある。新規にこの計画書に

今回新規に入った計画があるというものでは基本的にはないというふうに見るべきでしょう

か。 

山元企画調整課長 

申し訳ございません、私の説明不足だったんですが、この中には従来から行ってる事業で、

これまで過疎計画に搭載されてなかったものを、搭載している事業もございますけれども、

今回の計画で新たに取り組む事業というのも含まれております。たとえば、総合戦略との関

係で、阿久根ファン創出事業ですとか、自然保護と観光地作り事業ですとか、歴史資源を活

かした観光地作り事業だとか、阿久根で縁結び出会いサポート事業ですとか、そういうふう

に今回新たに取り組む事業というのも新規事業の中には含まれているところでございます。

以上です。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

竹原信一委員 

  もう１回根本的な話をさせてください。そもそも、こういうのを作るというのは、たとえ

ば過疎債などの国からお金を受け取る窓口というかな、入り口としてこれ作ってるわけです

よね。そして、いろんな事業をしようとしたときに、なるべく網羅しとかないと理由が付き

にくいということで、各課が頑張って作文作って、それを足して出来上がったと、いう感じ

ですよね。じゃあですよ、たとえば国の方はあんまりこれ読まないと思うんですけどね、は

っきりいって。この阿久根市には過疎の分をいくら配るとか、そういうことをやってどれに

はめようかみたいなことを、おそらく向こうの立場とすればですね、やろうかと推測できる

んですけども、実際の話、過疎対策として国がくれる金っていうのは、この作文の内容によ

って、総額がですよ、そんなに変わるもんでしょうかね。ほかのところと比べてみたことあ

ります。どうですか。 

山元企画調整課長 

  過疎債の適応額につきましては、申し訳ございません、他の自治体との比較については、

ちょっと持ち合わせていないんですけども、今回の計画に関しましては、おおむね計画期間

中１年あたりおよそ３億円程度、５年間で１０億円程度の過疎債を充当というのを見込んで

いるところでございます。 

竹原信一委員 

  見込むというのは、勝手に見込むという感じなの。それとも国の方がそんなふうな感じで

やってると予想してるんですか。どちらですか。 

山元企画調整課長 

  過疎債の発行につきましては、この過疎計画に搭載しているということが前提になります

ので、事業につきましてはなるべく計画の中に盛り込んでいるところでございます。実際は

それぞれ各年度におきまして、財政状況等を踏まえながら、地方債の発行というのを市にお

いて行っていくわけですけれども、その際、過疎債をどの程度活用するのかということにつ

きましては、それぞれ各年度の財政状況等、あと事業の進捗、そういったものを勘案しなが

ら毎年度過疎債の発行を計画的に行っていくことにしていると、いうふうに考えているとこ

ろでございます。 

竹原信一委員 

  その過疎債には許可とかいるわけでしょ、その話ですよ。その権を許可を与える側も勘案

しとるわけですよね、そこの話ですよ。こっちが勝手にメニューたくさん作っときゃいいっ
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て話じゃなくて、それにしてもどんくらい国は阿久根市にそれを過疎債の発行を許可しよう

と考えてるのかは当然予想してなきゃいかんわけですね。そういったことが一番こういう大

事な話になってくるんじゃないですか、これを作る場合には。それの調査はしてないと。 

山元企画調整課長 

  将来的な部分については、おおむね３億円程度ということで見込んでるところなんですけ

れども、２８年度の当初予算におきましては、概算事業費の総額で約２８億４８００万円に

対しまして、過疎債を２億９，５１０万円の発行を見込んであるところでございます。 

竹原信一委員 

  その分については国の許可は得られてるということですか。 

山元企画調整課長 

  今後、市債の申請の手続きを行っていくという形になると思います。 

竹原信一委員 

  あのね、そういう仕事の仕方はよくないわ。ねえ。自分のところだけ見て、積み上げてい

きました。今後申請してそれが当たるか外れるかわかりません、みたいなことじゃだめだよ。

国の方としてもどんどん許すという環境にはない。どういうつもりで考え方で過疎債の許可

が与えられているのかってそこをしてないで、作文を作るなんていうのは、前提からおかし

いよ、スタートからなってない。ちゃんとやってください、仕事を。終わります。 

牟田学委員 

  今、第２章で事業内容がずっと出てますけれども、この個々について質問をしていいのか。 

岩﨑健二委員長 

  いいですよ。 

牟田学委員 

  それではですね、２７ページなんですけれども、林業の振興で③、タケノコについてであ

ります。農地も、耕作放棄地があって、いろんな事業があるわけですが、このタケノコにつ

いてもですね、現在、竹材、ちくざいに対して阿久根市が補助があるじゃないですか。今、

いくらになってます。 

山平水産林務課長 

  平成２６年度までは１キログラムあたり、１円でした。平成２７年度から１キログラムあ

たり１．５円の単価となっております。 

牟田学委員 

  聞いたところによれば、さつま町か、まあ近隣なんですけれども、２円という話も聞いて

いるんですが、なんでかといいますと、皆さんもご存じのとおりですね荒れ放題なんですよ

ね、竹林も。きれい片付けてあるところはきれいです。ところが農地の耕作放棄地と同様に

ですね、高齢化が進んでなかなか手が回らないというのが現実であります。そういったなか

で、あの重い竹を切り出して、チップにする。土台無理なんですよね。そこあたりのこの補

助というのをもうちょっと考えてですね、やっていかないと荒れ放題になると思うんですが、

そこあたりをですね、考え事業を進めていっていただきたいなあというふうに思います。 

山平水産林務課長 

  阿久根市から出ている補助につきましては、平成２７年度から先ほど言いましたように１

キログラムあたり１．５円であります。ただ、木材会社が竹材を購入する際に、林業者から

購入する際に、１キログラムあたり７．５円を支払いをしています。合計でいいますと、持

ってこられた方につきましては１キログラムあたり９円の収入が入ってきます。これにつき

ましては、各市町、若干差がございます。もともと阿久根が若干高かったことによって、ほ

かのところが上げてきたという経緯等もあります。ここにつきましては当然、耕作放棄地同

様、竹林も荒れないような手立てといいますかを、今後も引き続き考えていきたいと思って

おります。 

牟田学委員 
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  よろしくお願いします。そういう考え方も入れてですね、やっていかないと。もう一つで

すね、この事業内容でですね、３３ページ、阿久根で縁結びてあるんですが、具体的にどう

いうことをするつもりなんでしょうか。 

山元企画調整課長 

  この事業につきましては、人口減少の著しい、人口の著しい減少に伴い、地域社会の活力

が低下するというような地域におけます自立促進を図るということが過疎計画の目的なんで

すけれども、これを踏まえまして、結婚に向けた出会いを支援するということで、少子化対

策に資する施策ということで搭載をさせていただいてるところでございます。具体的には独

身の方の出会いの場の提供ということだけではなくて、結婚に向けたまずはそういうコミュ

ニケーションに関する講座ですとか、そういうスキルアップの講座を実施するということと、

合わせて出会いの場ということで、阿久根のいろんな自然を活かしたり、いろんな体験を行

う中でそういう出会いの場を提供するような取組み、さらには実施した後の以降調査、こう

いったことを総合的に実施をして、出会いの、結婚に繋げていけるような事業にできればと

いうことで提案させていただいてるものでございます。 

牟田学委員 

昨年でしたかね、商工会議所と議員と語る会でもですね、この話は出たんですよね。商工

会の方から出会いがないという話も出ました。それで、出水でですね、やってますよね、飲

食店を回って。そこに阿久根の男性も行ったんですけれども、なんせ年齢が合わない、こち

らが４５、６歳で来られた方は２１、２歳で話が合わないと、行っても。そこあたりの問題

でですね、出水はなんか飲食店をずっと回って、そこで出会いの場をつくるというあれをし

たらしいんですけれど、なんかいろんな自然だけでなくてですね、いろんなものをしないと

なかなか無理じゃないのかなあと思ってますので、その自然だけじゃなく、町の中、飲食店

も踏まえてですね、含めていろんな模索といいますか、そういうのを考えていっていただき

たいなと、思います。 

中面幸人委員 

  まずですね、第１章の基本的な事項の中で、ページの１２ページですけれども、産業構造、

各産業別の現況と今後の動向という中でですね。第２次産業は製造業が最も多く、次いで建

設業となっているとうたわれておりますけれどもですね、この第２章でですね、建設業の位

置がですねよくわからない。私は、建設業のがたとえば雇用面でもですね、製造業に次いで、

私は多くの方が就業に就いているんじゃないかと思っておりますけれども、この第２章の中

でですよ、建設業の位置というのは地場産業の位置に当たるのか、そうしたときにですね、

建設業に対してですね、今のこのいろんな問題点とか、また対策等というのがですね、全然

この中に出てきていないように私は思うんですけれども、その辺はどういうふうな捉え方を

しているのか、建設業に対してですよ、これをちょっとお聞きしたいんですが。 

山元企画調整課長 

  今の、この地場産業の振興という部分につきましては製造業、今お話がございました建設

業を含めて、やはり、特に建設業ということでは、建設業だけをとらえてということではな

いんですけれども、やはり地場産業の振興というのは非常に大きな課題だというふうに思っ

ておりますので、地場産業の振興という視点で地元の事業者さんの育成、それから振興とい

うことについては総合的に事業を進めて、振興を図っていければというふうに考えていると

ころでございます。 

中面幸人委員 

  今、企画課長の方ではそう言われますけれどもですね、建設業に対する問題点とか、出て

ないですよね。たとえばですよ、今後の方で出てきますけれども、いろんな事業ございます

よね、環境整備であったり、基盤整備であったりという事業がありますよね。その中で国や

県の補助事業で、そういう事業を進めていく中で、建設業がそこに出てくるわけなんですけ

れども、私が言いたいのはですね、ただそういう補助事業と、その分だけで建設業が営まれ
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てるんであれば、私は大変だなあと思うんですよ。そこにはやっぱり行政側として、製造業

に次ぐ一つの大きな産業なんですから、この辺あたりも、営業できるよう、活動できるよう

にですね、ただ国の補助事業で動くんじゃなくてですよ、この建設業というのがですね、こ

の産業がですよ、やはりこの阿久根市で生きていけるようなそういう取り組みを私は大事じ

ゃないかと思うんですよ。補助事業等でですね、出る範囲で動くんじゃなくてですよ。こう

いう大きな産業なわけですから、それこそちゃんと問題点をとらえてですよ。私は隣の市町

村からはそういうのがようく見えてるんですけれどもですね、なんか私は、私的には阿久根

市にとってそういうところはちょっと欠けてるんじゃないかなという気がしますので、この

計画書を見ても、今、課長は言われましたけれどもですね、全体的に捉えていくと言われま

したけれども、全然そういう。たとえば、業種的には農業であったり、林業であったり水産

業というのは出てきますよね。建設業というのはどこにも出て来ない、ただその地場産業の

中の振興になるということだけでですね、その辺の捉え方はちょっと足らないのではないか

なと思うんですけど、どうなんですか。 

山元企画調整課長 

  ここの部分につきましては、たとえば産業の振興の中でも分類といたしましては、農業、

林業、漁業それぞれありますけれども、事業といたしましてはたとえば基盤整備という部分

になりますと工事が伴いますので、そういった部分では今お話にございますような、地元の

建設業者の方々の事業にもつながるのではないかというふうに思っているところでございま

す。したがいまして、この過疎計画におきましては国の補助事業だけではなくて、そういう

阿久根市が使える有利な起債も使いながら、事業を進めていければということで策定をして

いるところでございますので、そういう意味では建設業にもつながっていく取り組みになっ

ていくのではないかと考えているところでございます。 

中面幸人委員 

  私がいうようにですね、いろんな事業等でさっき言われるように、たとえば、中山間事業、

そういう基盤整備、あるいは環境整備等でそういうふうに、そのところで建設業というのが

出てくるわけなんですけれども、ただ、私が言いたいのはですね、たとえば製造業に次ぐ２

番目の建設業の産業がですよ、やはり会社数はありますよねある程度、ありますよね。そう

いう会社が営んでいけるようなですね、そういういろんな整備等であってもですよ、そうい

うのを考えながら整備も進めていかなければ、ただあの国の事業等が来ただけで、その枠内

でというのはなかなか難しいような気がするんですよね。だからいわば、今阿久根市が取り

組んでる事業の枠内でですよ、たとえば阿久根にある建設業の給料が成り立って行けるのか。

そのためにはそういう事業を、仮にですよ、２つの事業しかないと、これじゃ到底、阿久根

の建設業界は仕事が足らないんだと、それであれば増やす方向に考えていかなくてはならな

いんじゃないですか。ですよね、まだそういう事業は残ってるわけですからね、その辺あた

りが私は問題点だというわけですよね。だからやっぱり、その辺あたりもなんかもうこうい

う事業の中での捉え方じゃなくてやはりこういう２章でもですね、そういう建設業の問題点

とやっぱり捉えた形でやっぱり進めていってほしいと思います。この中でも全然出て来ない

ですからね。 

岩﨑健二委員長 

  いいですか。 

ほかにありませんか 

野畑直委員 

  ２４ページから２５ページの商業の振興ですけれども、商業の振興の文言の中に、大駐車

場をだと思うけど、備えた大型商業施設の立地によりということで、阿久根の大型商業施設

といえば約１０年くらい経ってると思うんですけれども、この商業統計調査ということで、

商店の事業所数等ということで、平成１９年の資料が載ってるんですけども、今から国に見

せてというときに、こんな古い資料でいいのかというふうに思うんですが。 
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岩﨑健二委員長 

  確認のため、暫時休憩します。 

 

（休憩 １０:３６～１０:４７） 

 

岩﨑健二委員長 

  休憩前に引き続き委員会を再開します。 

  ここで皆さんにお知らせします、中面委員が葬式のため１時間ほど退席するということで、

欠席するということで委員長に申し出がありましたので、これを許可しましたのでよろしく

お願いいたします。 

山元企画調整課長 

  野畑議員にお答えさせていただきます。商店の事業所数等の表の２の５についてですけれ

ども、大変時間かかってすみませんでした。今、確認したんですけれども、商業統計につき

ましては平成１９年に実施された以降平成２６年に実施をされているところでございます。

ただ、この調査の数値が確定いたしましたのが、昨年、平成２７年の１２月２５日に数値と

して確定したところでございます。この計画、現在の過疎計画を県に事前協議を行うのが、

昨年１０月だったんですが、その段階ではまだ１９年が最新だったものですから、今回、表

としては１９年の表を使わせていただいたところでございます。よろしければ２６年の資料

については参考ということで、お配りさせていただければというふうに考えているところで

ございます。 

野畑直委員 

  私は、なにも突っ込みたいってそういうことではなくてですね、資料として古すぎるんじ 

ないかと思ったということ、今課長の説明で２６年１２月、２７年１２月ですか、新しい資

料があるというふうに言われましたけれども、そうであったらですよ、ここについては資料

が古いですけれども、こういうことで古い資料を添付しておりますということを言えばもう

何の問題もなくですね、ただ商業の振興についてですよ、大型商業施設ができて１０年ぐら

いだと思いますよ。ものすごく変化がある中でこの資料を付けたことに対しては職員として

敏感に反応すべきじゃないかなと思ったから、私は質問したまでです。この過疎計画につい

て資料等は差し替えが出来るんだったら差し替えとった方がいいのではないかと思いますけ

ども、そういうこともヒアリングをしたから不可能なんですか。 

山元企画調整課長 

  もし、議会のお許しがいただけるようでございましたら、２６年の表に差し替えをさせて 

いただいて、正誤表という形で提出をさせていただければと考えております。 

岩﨑健二委員長 

  訂正ということで、出来るということですので、訂正をしてもらいたいと思います。それ

でよろしいですか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

  ほかにありませんか。 

渡辺久治委員 

水産業の振興についてお伺いします。この冊子の２２ページの上から７行目かな、資源管

理型漁業を推進とあります。また、この１章の方の３ページの下から５行目、資源管理型漁

業及び作り育てる漁業を推進、とあります。私の印象の話ですけれども、３０年以上昔です

ね、私の仕事をしている地域の漁業、ほんとに盛んでした。魚も獲れて、ほんとにいい時代

だったと思います。若い人たちがたくさんお金もらって、新しい車を乗り回してですね、そ

ういう時代でした。それから３０年、今はもう漁港は見る影もないというか、そういう状況

です。私の知り合いにですね、そういう漁業をしているのがおりまして、なんでこげんなっ

たっじゃろかいと聞くとですね、やっぱいみんなが競争して取りすぎたっよって言うんです
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よ。みんながあっちから来て、はよ取らないかんと、そういうことで今のような状況になっ

ているというふうに聞いております。資源型管理型漁業というのはそういうのを是正するた

めのものと思うんですけれども、今私が話したような認識が今の執行部にはありますか、と

いうことをまずお聞きします。 

山平水産林務課長 

  水産林務課といたしましても、確かにこれまでの漁獲量等を見たときに、若干減少気味で、

ほぼ横ばい、過去にはかなり減少した経緯もあります。現在におきましても、漁獲量という

のは昔と比べれば減っているというふうに考えております。そこで、水産林務課といたしま

しては、資源管理という意味で今栽培漁業振興センターにおきまして、稚魚等の育苗を行い

まして、放流をする事業を行いましたり、あと藻場の再生ということで、ウニ駆除等を行っ

て、魚を一定程度、やっぱり今極端に減らない方向に移行していくことなどを取り組んでい

るところでございます。 

岩﨑健二委員長 

  よろしいですか。 

渡辺久治委員 

  確かにそういうこともやっておられると、かなり実績も上げておられると聞いております。

しかし、それながらですね、この海域のですね、魚がやっぱり少ないということでですね、

ちょっとこの前のテレビの情報でですね、たとえばノルウェーとかニュージーランドは個別

割り当て型方式というのをやっていると、個別にですね、この辺まで採っていいですよとい

うふうにして、どの辺まで、量も制限してやる。そういう方式でやっていると、日本の場合

は、オリンピック方式ということで、制限はあるけれども、早いもの勝ちという方式らしい

です。そうした場合やっぱし今のオリンピック方式ではこの南シナ海の魚はいなくなっちゃ

うと思うんですけど、そういう話を友達の漁業をしている人に聞きますと、もうそうせない

かんと皆わかっているんだけど、みんなでその採るのを制限して、個別割り当て方式とかせ

ないかんのはわかっているんだけれども、みんな競争するから早く採らないいかんから小さ

な魚まで採ってしまって、今の枯渇状況になっていると、そういった認識はあると思うんで

すけれども、それに対する、方針というか施策はどうしても国レベルとか、県レベルになっ

てしまうかと思うんですけど、やっぱり市としてなんかできないかと、そういうことはなん

かないですかね。ちょっとお聞きしたいんですけど。提案するとか県とか国にですね。そう

いうことでもいいんですよ。 

山平水産林務課長 

  確かに渡辺委員がおっしゃられる通りのことがございます。阿久根市といたしましても、

今、さっそくそういう対策を立てるということは、今私の頭の中には浮かんでおりません。

今後、県と北さつま漁協とかともそういった話をする中で、どういった問題点があるのか、

何らか対策は立てられないのかというのを整理いたしまして、今後検討していくしかないの

かなというふうに思っているところでございます。 

岩﨑健二委員長 

  渡辺委員、過疎自立促進計画ですので、あくまでも計画ですから、この文言を入れられる

ものがあるのかというような観点の中でこの個別の政策についてはまたそれぞれ出てくると

思いますので、そこらを考えて発言をよろしくお願いします。 

渡辺久治委員 

  そういったことは課長のおっしゃる通りだと思うんですけど、そういったこともふまえて、

どうしても漁業者たちは本人競争の（聴取不能）で出来ないことがありますので、やはり、

ちょっと違った第三者的立場で意見をするものが出来たらいいなと思っておりますので、そ

の辺もまた、考えていただきたいと思います。以上です。 

山田勝委員 

  過疎計画はですね、実施計画ですから、言えばですね、実施計画ですから、財源を確保す
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る意味の計画ですからね、だからこうお尋ねしたいんですが、３０ページからですね、事業

計画、平成２８年度から３２年度の実施計画があるんですが、これをね、たとえば、具体的

に全部説明してくれませんかね。農政課の分からですね、具体的に、たとえば南部地区の何

をするのか、高松防災は何をするのか具体的に教えてください。 

谷口農政課長 

  ３０ページからの事業の内容についてということのお問い合わせのようです。 

  農政課が所管するものといたしましては、農業農村活性化基盤整備事業阿久根南部地区、

これは、北部が終わりましたあと、南部地区の事業を約１３億程度の事業規模になってきた

かと思いますけれども、そういったものをば進めていきたいという内容でございます。当然

農業の生産基盤に関するものと環境基盤に関するもの、そういった事業がございます。  

それから、高松ダムにつきましては、防災ダムの機能を持っているわけですけれども、老朽

化によって、いろいろシステムの更新を図っております。今、ダム湖の整備等もやっている

ところでございまして、そういった事業でございます。それから、桐野上地区の農村地域防

災減債事業、これにつきましては、土砂崩壊防止事業でございます。用排水路の整備を行っ

ているところでございます。それから、農村地域防災減災事業、ため池整備事業、大漉地区

とあります。これは大漉にあります、古田ため池の補修と、それからその下流にあります、

用排水路の整備の計画をしているところでございます。それから、農業農村活性化推進整備

事業、折口地区ですが、これにつきましては、農用水資源開発調査で、ボーリング等を実施

しました、農協の折口スタンド、この裏のポンプ施設の整備を図ろうというものでございま

す。それから団体営基盤整備促進事業、桐野地区、これにつきましては、桐野上の県道と市

道の交差点付近、ここにですね、県道の排水路の脇本荘線の排水路処理が非常に悪いところ

がございますので、そういったところをば、水田の排水と合わせてまして整備をしたいとい

うふうに思っているところでございます。それから多面的機能支払交付金でございますけど、

これにつきましては、これまで農地水支払交付金という命名で進められておりましたものが、

一昨年から、多面的機能支払交付金に名前が変わりまして、今、交付金をそれぞれの地域の

ほうに、交付をしているといった事業でございます。私のところは、あとは。 

山田勝委員 

  大体よくわかりましたけどね、結局、具体的に何をするんだというのがわからないとね、

話のしようがないわけですよね、ですから今農業競争力強化基盤整備事業、阿久根南部地区

ってある、これは中山間総合整備事業の阿久根南部地区だというふうに理解していいんです

か。 

谷口農政課長 

  おっしゃる通りでございます。 

山田勝委員 

  ピンとくるような表現をしてくれないと、法律用語じゃ困る。多面的支払交付金っていう

のは説明しましたかね。 

  [「した」と発言する者あり] 

  したけ、ああ、これは中山間直接払制度ですか。お願いします。 

谷口農政課長 

  中山間地域と直接支払交付金とは違う事業でございます。これは先ほど申しましたとおり、

これまでは、農地・水支払交付金というふうに言われていたものが、この多面的機能支払交

付金と名称が変わりまして、事業が進められているということでございます。 

山田勝委員 

  いや、あの私もね、これはやっているのをよく見ているんだが、具体的にね、どういうこ

う行政効果があるんですか。どういうふうに効果があって、どういう実績が上がるんですか。 

谷口農政課長 

  多面的機能支払交付金、これは先ほども言いました。これまで農地・水支払交付金という
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名称でした。これは農村の持っている農村資源、いわゆる水路であったり、農地であったり、

農道こういったものを将来に渡って地域が適切に守っていくための、地域の共同活動そうい

ったものに対する農地、農業用水路等の保全管理のための活動支援事業ということになって

おります。したがいまして、各地域の皆さん方でその団地ごとにいろんな話し合い活動をさ

れて、そして、そういった自然環境あるいは農村のそういった持っている機能、あるいは資

源といったものを将来に渡って守っていただくという事業でございます。 

山平水産林務課長 

  それでは、林業関係につきまして、説明をいたします。民有林林道事業、吉川線、以下西

目線、小麦山線、金山線、４路線林道がございます。林道といたしましては、全体で１７路

線あるわけですが、ほかの１３路線につきましては、舗装が完了いたしております。ここに

上げてあります、４路線が全線未舗装、あるいは一部未舗装となっておりまして、その分に

つきまして、過疎計画のほうに搭載してあります。次に県単治山事業でありますが、これに

つきましても、各箇所から要望を取る中で、上がってくるわけですが、箇所については年度

ごとに上げていきたいというふうに思ってます。ただ、ほとんどが県の補助事業で市の負担

率といいますのが、１０分の２（訂正あり）と県の補助に比べてごくわずかであります。県

の全体的な予算枠というのもありまして、どれだけ採択されていくか、そして緊急性を要す

るところから、順次上げていきたいというふうに思っております。次にかごしまの特用林産

物総合対策事業、竹林改良等についてでございますが、これにつきましては、竹林の改良と

いうことで、タケノコが生えてきやすいような状況に、倒れている竹とか、適正でない密植

した竹を伐採して、いくものと、あと集材路といいまして、切った竹を運搬するための道路

等をつくっていく事業であります。次に市有林整備事業、間伐等とありますが、これにつき

ましては森林組合とかに委託をして間伐を進めていく分であります。次に作業道急坂舗装工

事でありますが、これにつきましては毎年実施をしているわけですが、平成２７年度におき

ましては、１４路線ぐらいが該当しておりまして、これにつきましても年次、箇所、要望を

取りまして、おおむね１０％以上の勾配がついている作業道の舗装を実施をしていく予定で

あります。次に、漁港整備事業でありますが、阿久根漁港と書いてあります。これは県単位

の漁港であります。ここの阿久根漁港の施設、いろんな施設の改修をやっていくための事業

でありまして、これも負担金として阿久根市は支払うようになっております。それから機能

保全計画策定業務でありますが、平成２７年度に牛之浜漁港の機能保全策定業務を終えてお

りまして、あと脇本漁港と佐潟漁港を予定をしているところでございます。この機能保全計

画事業といいますのは、その漁港のいろんな防波堤とか、いろんな施設を調査をいたしまし

て、どの程度、ランクがあるんですが、ＡＢＣという形で、どの程度の損傷を受けているか

というのを位置づけをしまして、その対策、工法とか、対策に要する費用までを積算をいた

します。今後のどういった整備を行っていくということの基本的な資料の作成ということに

なります。 

山田勝委員 

  えっとですね、事業そのものはよく理解をしますよ、だから私が言うように財源を裏付け

にした、実施計画だと思いますのでね、こういう話を聞くんですが、私はその中で、んなら、

阿久根市が、んならどの部分にこのターゲットを絞って頑張ったらですね、いいかと思うの

は、私はあなたが今いったかごしまの特用林産物総合対策事業、竹林改良等ということで、

先ほど、竹のパルプのですね、ついての話もあったんですが、現在ですね、阿久根市で１年

間に何トンくらいのパルプを伐採して、そして吉野木材にね、集めるわけですけれども、何

トンにしているんですか、それは１年間に幾ら１円５０銭払っているよというのをわかれば、

わかるはずですが、幾らしてます。何トンしてます。 

山平水産林務課長 

  出荷量につきましては、平成２７年度のこれはまだ見込みであります。２，１０４トン、

それと２６年度につきましては、１，９１２トン、２６年度は実績であります。２５年度が
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１，３６９トン、平成２４年度が１，２６０トンの実績となっております。 

山田勝委員 

  まあ、こういうのはね、課長、ことし何トンですよっていうのは銭を払っとったっで、ぱ

っとわかるように、説明できるようにせないかんと思いますよね、銭を払っとらんぎなっと、

では１トン当たり１，５００円ですからね、もらうほうとしてはたくさんですよ、ですから、

１トン当たり、１，５００円すらな、ということで、どひこ、いくら出しているんですかね。

２７年は、２６年は。 

山平水産林務課長 

  ２６年度がですね、１，９１１トンで、単価１キログラム当たり１円ですので、約１９１

万２千円です。 

山田勝委員 

  私もこうぱっと暗算ができないから悲しい頭なんですよね。んなら平成２７年度について

は、３００万を超えるということになりますよね。なりますよね。もうこれは計算わかっと

ったっで、なりますよね。やはりね、こういうのは、単価が少し上がっただけでこういうふ

うになる。イコールそれなりのお金が関係者に行っている。農家、これは業者じゃなくてで

すね、ほとんど農家の方々がやってますよね、竹山、竹を持っているような方がやっている。

だからその分、農家の懐に入っている。併せて私が言いますのは、タケノコの阿久根のタケ

ノコの生産量というのはですね、おそらく加工を含めれば日本一だという気がするんですよ、

あなた方はどういう捉え方をしていますか。 

山平水産林務課長 

  今のご質問に対しましてですが、阿久根市が、日本一であるかどうかということも大きな

要因の１つになってくるのかなというふうに思っております。 

山田勝委員 

  あのね、私がねなんでこれを言うかと言ったらですね、実は鹿児島国際大学のシンポジウ

ムの中でですね、鹿児島国際大学の教授がですね、阿久根は加工もですよ、加工、加工、ボ

ンタン、タケノコの加工の日本一だということも売り物になりますよね、という話をされた

から言うんですよ。同時に阿久根のタケノコ、それからまた隣の町にね、出水市にタケマン

があり、もう１つもありますよ。そういうことでこの付近にタケノコは集中しておりますけ

れども、阿久根市のタケノコをね、持って、買っている量がすごく多い。それは今後ずっと

回ればですね、もうずっと一生懸命タケノコは出てきますよ、加工用のタケノコはね。だか

ら、そういうことをね、この皆さん方が把握してな、やっぱり日本一のタケノコ産地だとい

うのをね、アピールせないかんと思うんですよ。だからこういう過疎計画の時にですね、こ

ういうのは皆が意識をしてそれに取り組まんことには、私はどんなに言っても、なかなか皆

さん方がぴんとこん限り、いつも言ってるように、あなた方しゃべらない。だから私は言う

んですよ。だからもっと、このタケノコの、タケノコについては、竹でもうかる、竹で売っ

て懐に入る。タケノコで売って懐に入る。それが、阿久根市の１つのね、アピールできる売

りだという考え方で取り組まないと、過疎からの脱却というのはできない。せっかくある資

材ですよ、資源ですよ、資源、竹山ばっかりですからね、それは同時に商工観光課にもいつ

も言っているように、ちゃんとやっぱりそういう目で捉えないかんですよという話ですよ、

でもどっちかと言ったら、商工観光課のほうよりも水産林務課のほうがこれはウェイトが高

いかなというので、今話をしているんです。まだたくさんありますけれども、ほかの委員も

いらっしゃるので、私については今回はこれくらいにしますけどね、この事業についてはで

すねもうちょっと掘り下げて、力を注いでやったらもっといい実績が上がると思います。以

上です。 

濵﨑國治委員 

  水産林務課長にいろいろ質問が多くありますけれども、私も水産林務課長に質問をいたし

たいと思います。２７ページに水産業の振興について、３行目からですね、生産組織の充実
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強化・育成を推進し、高齢者も生きがいを持って就業できる地域社会を築くため、労働環境

の整備を図るということであります。現況と問題点の中でも非常に漁獲量が減少、さらには

価格も低迷しているということで、非常に水産業を取り巻く環境は厳しいものがありますけ

れども、その中で、やはり青壮年、あるいは高齢者も生きがいを持って働いていただくとい

うことは非常に重要なことだというふうに思いますが、そこで、労働環境の整備を図るとい

うことでですね、非常に大きな課題、あるいはどういう、具体的にどういうことを示すのか

なということで、その主要施策の④中で老朽化した港湾施設の機能充実を図る。あるいは、

事業計画の中で、漁港施設ということで、３１ページにもありますが、こういうのを指すの

かですね、その辺をちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

大石水産林務課長補佐 

  お答えさせていただきます。労働環境の改善という点ではですね、阿久根漁港の新港に当

たります、現在巻き網漁業と、棒引き網漁業の水揚げが行われております、水揚げが行われ

ております水揚げ場に現在ひさしがございません。水揚げ時に雨に打たれたり、日差しにて

らされたりということで、人が非常に疲れると。併せて水産物も汚染される可能性が非常に

高いということで、こちらにひさしを建設しようということで、こちらの計画に載せてござ

います。 

濵﨑國治委員 

 ひさし整備ということで、話がありましたが、それが３１ページの漁港施設の漁港整備事

業、阿久根漁港という、これに値するんでしょうか。 

大石水産林務課長補佐 

  阿久根漁港は鹿児島県管理の漁港でございまして、鹿児島県が計画したものに対して市の

ほうで負担金を出すということになりますが、ひさしの建設であったり、漁港施設の改修だ

ったりというのを全て含んでの漁港整備事業ということになります。 

濵﨑國治委員 

  私は、高齢者も生きがいを持って就業できる、そういう労働環境をつくるということであ

ったもんですから、まだほかに何か施策があるのかなと思ったら、ひさしをつくるんだとい

う計画のようです。これで終わります。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

大田重男委員 

  続きまして、水産林務課長にもう少し我慢してください。水産業の振興についてですね、

漁協の関係なんですけど、阿久根市もですね、いろんな投資、設備投資をしてるんですよね。

しかしその中でもやっぱり低迷している、こういった原理だと思うんです。漁業の人たちの

所得の向上と書いてありますけど、現状というのは下がっている状態なんですよね。だから

その中で、１つ聞きたいんですけど、この過疎計画をつくる時に、恐らく出たんだと思うん

だけど、ある大型船団が撤退しましたよね、それに伴ってある仲買業者、これも大きいやつ

ですね、これは最近聞いた話なんだけど、それも撤退すると、それはいちき串木野に大型船

団も行ってるですよね、だからこの主要施策の中で、５番目に大型船団等の誘致に努め、水

揚げ量の安定を目指すと書いてあります。これはずっと前にもずっとこうやってたんですよ

ね、だからこういった現状のですね、将来、水産林務課としてですね阿久根漁協をどういう

ふうに見てるのかなと私は感じてるんですけど、１つ感想をちょっと、お願いしたいんだけ

ど。 

山平水産林務課長 

  今、漁協が大変厳しい状況にあると、水産林務課として、どういうふうに今後考えている

かといったような内容のご質問であったかと思います。確かに、いろんな面で、漁協の経営

改善ということで、債務も抱えながら、それを返済をしていかないといけないという厳しい

状況がございます。その改善経営計画にあたって、漁協としても役員の報酬とか、人員削減
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とか、あと管理面でのいろんな削減できるところを削減していくといったような計画をまた

平成２７年度にも出されております。そういったところを精査していきながら、自分たちも

その改善する方向で手伝える部分があれば手伝っていくしかないのかなというふうに、若干

抽象的な意見ではありますが、この場での回答といたしましては以上です。 

大田重男委員 

  今、話はわかりましたけど、実際ですね、水産林務課の課自体の職員が少ない状況ですよ

ね、だからやっぱり人数をふやしていろんなこういった船団の誘致とかするには、今の人数

では少ないんです。だから、阿久根というと昔の漁業の町として有名です。やっぱりこの辺

の水産業をですね、なんとか立ち直してほしいと思います。それと、全体的に産業祭なんか

でもそうなんだけど、ある町で産業祭をやるのに、都会の大きな百貨店とか、そういうバイ

ヤーを呼んで、やっているところもあります。だからそういったことも、検討してもらえた

らと思っています。以上です。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。皆さんにお願いします。中身を詰めて、前後の物語はなるべく言わ

ないで、本質をよろしくお願いいたします。 

山田勝委員 

  次のですね、過疎地域自立促進特別事業というのを書いてあるんですが、３２ページの後

ですね、それぞれ、またそれぞれね、それぞれ事業をちょっと紹介してください。そうしな

いと。 

岩﨑健二委員長 

それでは、３２ページの阿久根みどこい祭りから、それぞれの事業内容について説明をお

願いします。 

堂之下商工観光課長 

  それでは３２ページの上から参りたいと思います。阿久根みどこい祭り、阿久根はな・Ｈ

ＮＡ・華まつり、産業祭支援事業、これにつきましては、これまでも実行委員会方式で開催

しております、これらのイベントを継続して実施するものでございます。特産品販路拡大事

業でありますけれども、これにつきましては、物産展、商談会等に出店いたします、業者に

対して、その経費の一部を補助するというものでございます。飛びまして、３２ページ下か

ら２行目、阿久根ファン創出事業でございます。これにつきましては阿久根ファンをふやす

ために、いろんなきめ細やかな観光ＰＲ等をやっていこうというものでございまして、１つ

には、今後要項等をつくって検討して参るところでございますけど、都市部において阿久根

市の産品を使って、海産物であったり、農林水産物などを使った、そういったレストラン等

を、阿久根市お勧めの店みたいな形で、認定をして、ＰＲをしていこうというものを今から

考えていこうというものでございます。その他は、いろんな各種イベントの際にきめ細やか

な観光ＰＲをしていくためのそういったパンフレットの印刷であったりとかそういったもの

を考えております。下のほうの自然保護と観光地づくりでございますけれども、これにつき

ましては、阿久根大島や脇本海岸、大川島海水浴場、牛之浜海岸等ございますけれども、そ

ういったところの観光地としてのＰＲだけでなくて、自然があっての観光地という観点から、

自然保護等の、自然との共生を考えながら観光地づくりを進めていこうというもので、これ

もまた具体的には今後検討して進めていくものでございます。総合戦略の中にもこの２つの

事業については載せましたので、今後の検討ということで、５年間の中で何らかの形で事業

実施していきたいというふうに考えております。次に３３ページ、歴史資源を活かした観光

地づくりでございますが、これにつきましても、総合戦略に関連した事業でございます。黒

之瀬戸、万葉集の南限と言われる黒之瀬戸に歌碑を建てるであったりとか、予算的には生涯

学習課で万葉歌碑については、予算を組みますけれども、そういった歴史資源を活かして、

観光地としてのＰＲをしていきたいということで、特に河南源兵衛であったりとか、寺島宗

則とか、あるいは旧薩摩街道、出水筋とかそういったものにスポットを当てて、観光ＰＲと
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して、観光地としてのＰＲをしていきたいというふうに考えております。現在のところは、

大川の薩摩街道につきましては、鹿児島県の魅力ある観光地づくり事業に提案をさせていた

だいているところでございます。１つ飛びまして、中小企業振興資金保証料補助事業、中小

企業振興資金利子補助事業につきましては、これまでの継続事業でございます。商工観光課

の関連につきましては、以上でございます。 

山平水産林務課長 

  申し訳ございません。先ほど山田委員の質問に対しまして、３１ページの県単治山事業の

ところで、市の負担率を０．１４％と申しましたが、０．１４％につきましては、公共治山

事業の市の負担金でございまして、この県単治山事業につきましては、市が１０分の２、県

が１０分の７、受益者が１０分の１という負担割合になっております。申し訳ございません

でした。続きまして、水産林務課の関係の事業につきまして、ご説明申し上げます。３２ペ

ージの３行目ですが、産業祭支援事業、これにつきましては、毎年１２月第２土日付近、１

２月に開催されておりますが、農政課、商工観光課、水産林務課の持ち回りで、近年１年交

代でやっているところでございます。昨年商工観光課のほうで事務局を担当いたしましたの

で、ことしは水産林務課の担当となります。実行委員会を組織いたしまして、２００万の事

業費で実施をしていくことになろうかと思っております。それから１つ飛びまして、水産物

流通対策事業ですが、これにつきましては、水揚げされた魚類に対する氷代の補助です。地

元漁民に対する補助と外来船が水揚げした分への氷代の助成となります。有害鳥獣捕獲対策

事業につきましては、各種負担金補助及び交付金、委託事業、各種の費目がありますが、今、

現在一般社団法人阿久根市有害鳥獣捕獲協会のほうで、いかくら阿久根を設置をされてジビ

エ料理の普及等にも取り組んでおられるところでございます。主にそこに対する助成となり

ます。続きまして、稚魚放流事業でございますが、ヒラメ、アワビ、オニオコゼ、アカウニ

の種苗を行っております。これにつきましては、北さつま漁協への助成を行うことになりま

す。稚魚放流事業につきましては、アユ、ウナギ、モズクガニ、コイの魚種が今対象となっ

ておりますが、高松川漁協への助成でございます。次に漁業後継者就業支援事業についてで

ございますが、これは２８年度から新たに事業を計上したものでございまして、この事業に

つきましては、漁業の持続的な発展のため、新規漁業後継者を支援し、漁業後継者の定着を

図り、地域活性化を図ろうとするものでございます。以上で水産林務課の説明を終ります。 

山田勝委員 

一応ね、よく説明をしていただきましたのでね、わかりますが、基本的には財源をあてに

したものですからね、総話的な話ですよ、でも私が近頃思っているのは、産業祭支援事業と

いうことで、商工観光課長も話をされ、また農政課も関連があるわけですけどね、私が感ず

るところ、近頃、産業祭にね、出店する阿久根の業者が少ない、少ない、それで非常にね産

業祭そのものが、沈滞化した気がする。もっと阿久根市の方々が出店してですね、長崎とか、

熊本とか近隣の市町村にお願いせないかんようなことでは、私はよくないと思う。そのため

には、水産林務課は、あるいは農政課はですね、この産業をつくるということでなくてね、

出す人を育てないかん。生産を育てないからこういうことなんですよね。生産するところを。

だからそこに、重点的にね政策を置かないかんですよ。産業支援って言っても。すればよか

という品じゃないんです。いかがですかみなさん。３課長にお尋ねします。 

[「委員長ちょっと議事を進行してください」と発言する者あり] 

岩﨑健二委員長 

  それでは、産業祭の支援事業について、各所管課の課長のご意見を伺います。 

堂之下商工観光課長 

  産業祭につきましては、２７年度担当をさせていただきました。やはり出店業者は少ない 

というのは確かに感じております。やはりいろんな意味で検討を加えないといけないかなと

考えております。また、私どもいろんな物産展、商談会と行きますけど、やはり事業者の皆

さんがなかなか出てくださらないこともございます。そういった意味では、そういった事業
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者の方々を育てていくというのは大事なことだと思いますし、また新たな出店したいという

事業者を見つけていきたいというふうに考えております。今後検討して参りたいと思います。 

谷口農政課長 

  農政課としても、全く同じようなご意見を持っています。ただ、生産者の部分でいけばア

グリスの若い青年グループの皆さん方も出店をされていたり、あるいは農業の生産グループ

をされていらっしゃるところも参加をいただいております。当然、ほかにもいろんなグルー

プがあろうかと思いますので、今後はいろいろと声掛けを行いながらできるだけ出展者をふ

やすそういう努力は必要かと考えております。以上でございます。 

山平水産林務課長 

  ただいま商工観光課、農政課のほうからありましたが、水産林務課といたしましても、３

課でそれぞれ持ち回りで担当をすることといたしておりますので、３課でよくどういった業

者を出店させたらいいのかというようなことをもう一回洗い出しを行いまして、地元の業者

を出店できるような形に進めていけたらと思います。それを持って、実行委員会のほうに諮

り、決定をしていけたらというふうに思っております。以上です。 

山田勝委員 

  もうこれで、私は終わりますけどね、３人の課長の説明、答弁を聞いとってね、気になる

のがあります。年を取れば気になるんですよね、言葉が。検討するとか、違うんですよ、生

産者をですよ、業者じゃないですよ、阿久根市で生産してある、製造する、そういう方を育

てないかんのですよね、育てないと出してくれない。育つ環境をつくって欲しいんです。以

上です。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。第２章についてはよろしいですか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、第２章について審査を一時中止いたします。 

  ちょっと休憩に入ります。 

 

（休憩 １１：４１～１１：４２） 

 

○第３章 交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進 

岩﨑健二委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開します。次に、第３章について質疑に入ります。ありませ

んか。 

濵之上大成委員 

  ちょっと簡潔に申し上げます。ページ数は３８ページの通信インフラの整備についてと、

前後しますけど、４２ページの交通通信体系移行整備政策、さらには４５ページのですね、

４章に入りますけど、防災に関して、私この防災無線の戸別受信機の件について、今後ので

すね、計画として、どうされようとしてるのか、今現実にこの移行事業が何ページでしたっ

け、ありますよね。この事業の中において、デジタル化を３４年度までにするという状況の

中で、７７区のうちの３５区が入れ替えをせないかんと、こういう状況の中において、市と

してどのような計画をなされているのか、非常にまさに文言がありますけれど、それぞれの

民間事業等でいいところはいい、悪いところは切り替える、こういう状況は知ってるわけで

すが、行政としてどのような状況を持っているか、地域決めをこう格差が出てくるわけで、

高齢化になってきた時に、地元負担が非常に、非常に高くなって厳しい状況なんですが、今

後計画としてはどのようになされているか、この点について。お願いします。 

内園総務課長 

  濵之上委員にお答えさせていただきます。防災行政無線の今後の計画についてというよう

なお尋ねだったかと思います。まず、お尋ねの趣旨になりますのは、現在アナログの無線機
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を設置させていただいているという部分がデジタル化になっていくということでの問題だと

思います。これにつきましては問題点がまずスプリアス規格ということで、これ簡単に日本

語に直しますと、意図せず発する不要な信号ということのようです。ということで、電波障

害等の要因になる恐れがあるということで、そういった部分についてを解消するというのと、

もうアナログの回線といいますか、使用というのがぎりぎりになってきているので、もっと

広く電波帯を利用できるということで、デジタル化が進んできているところでございます。

その意味合いを込めてですね、この今使っているアナログというのが当初平成３４年の１１

月をもって使用が不可となる可能性があるというようなことで、国から指針が示されたとこ

ろでございました。そこで、阿久根市のほうで整備しておりますこの無線化がその国の基準

に対してどうなんだろうということで問い合わせをいたしたところでございますが、現段階

におきましては、その今言いました電波障害を起こす恐れのスプリアス規格というこの実力

値ということの測定検査を国へ報告する必要があるということであったわけですが、現段階

にいたっては、それが平成３４年、５年に１遍ずつこの見直しというか、更新を行う必要が

あるということで、現在は３４年、ここで更新日を迎える年数に至るわけですが、そこの分

については直近で伺いました段階では、今の阿久根の機器においては３４年の免許更新とい

うのは可能ですよと、次の５年ですので、３９年までのうちには新たなまた何らかの指針が

示されるだろうということでございました。これが、阿久根市が持っている本体のほうなん

ですが、逆に地域で受信されている防災行政無線、これにつきましては、３４年１１月をも

って使用不可となる可能性の部分があります。それが委員がご指摘になった３５の集落とい

うことでございまして、無線化が実際阿久根市で無線の早い時期が平成１７年からやってお

りますので、この部分で３５の集落のうち、７つがですね、一定の改修をしたら使用できる

ということで、残りの分についてが３４年１１月をもって更新しなければならないというよ

り、アナログ自体が使えなくなる恐れがあるというところでございます。本題に入りますけ

ど、そういった前提の元で今後３４年までに、じゃあこれをどうしようということで、具体

的にですね、２８年度以降、もう先行されている区ではそれに向けて積立を行っていくとい

うことで、積立を計画されていらっしゃる区もございますので、早い段階でですね、市とし

ても具体的な助成の方法をといった部分を検討していかなければいけないと思ってます。た

だし、億という単位になるということで、ございますので本日ここで即答するというわけに

はいきませんが、これは必ず検討していかなければいけない時期に来ているということで御

理解いただきたいと思います。 

濵之上大成委員 

  涙出るくらいの前向きな答弁ですが、この通信インフラ整備ですね、今後、今おっしゃい

ました２８の区は結局全部入れ替えないかんのです。そうすると単純計算しますと、一戸当

たり受信機が３万６，０００円ということで、逆算しますと５年で積み立てをしようとした

ら、月５００円ずつ積み立てをせないかんという、こういう状況の、そこもしなくてもいい

地域間との格差が非常に大きいので、今後ですね、こういったものの計画をどうか一つ行政

で積み立てをしていただくくらいの気迫を持って前向きな検討をお願いして終わります。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

山田勝委員 

  今ね、不可になるというのは、国が法律をつくるわけですよね、不可だという。国がする

わけでしょう、国が。でも国がその分についてですよ、国民が負担を強いることになるんだ

が、その分について国は何らかの交付税措置をするの、しないの、ここ付近はどういうこと

なんですか。 

内園総務課長 

  現段階ではですね、具体的なこういった救済の措置の補助金制度がないかということで、

鋭意調べているところですが、現在、使っております補助金というのは、起債の関係があっ
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たんですが、そこの部分についても２８年度までで終了ということになるようでして、現在

のところは国としては明確な補助金についての方針というのは出していない状況です。 

山田勝委員 

  やはりね、そういうことであったら、例えば市長会でもですね、議長会でもね、これは全

国的なものでしょ、阿久根だけじゃないわけでしょ。全国的なものですからね、国は国で、

国の責任において法律の改正をするわけですからね、不可っちゅうのは。だから、それは国

が補助金か何らかの形で救済措置をするような要望を市長会も議長会もせないかんと私は思

います。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

岩﨑健二委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

第３章についてはいいですか。なければ、第３章について審査を一時中止します。 

午前の部を終了し、おおむね午後１時から再開いたします。 

 

（休憩 １１：５２～１３：００） 

 

○第４章 生活環境の整備 

岩﨑健二委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開します。 

次に、第４章について質疑に入ります。 

山田勝委員 

  単刀直入に聞きますが、２章・３章のところで聞けばよかったんですけどね、関連してひ

っくるめてお尋ねしたいんですが、ソフトじゃなくてハードの事業、建設業基盤整備とかと

いうそういう事業に過疎債を使うわけなんです。合計して、５年間で合計して幾ら、何億く

らいの計画ですか。 

山元企画調整課長 

  今回の計画におきましては、過疎債につきましては、単年度、おおむね３億円、５年間で

１５億円充当を予定しているところでございます。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

竹原信一委員 

  ４６ページの住宅の整備というのがありまして、上のほうから２、４、４行目あたりから

ですね、老朽化が進み、修繕費等の経費が増大している。ほんとですか。ほとんどやってな

いんじゃないの。 

西園都市建設課長 

  ただいま住宅の管理の関係で、維持費が増大していないかという話ですけども、今、維持

管理のほうの修繕費、それから建築のほう、建設のほうという形で作業をやっているところ

で、決して維持管理費の修繕費が少ないというわけではありません。年間３６０万くらいと

いう形で今、実施しているところです。 

竹原信一委員 

  じゃあ、後でいいですから、老朽化した住宅の、木造住宅の修繕費の経緯を出してくださ

い。ここ５・６年でいいです。お願いします。 

西園都市建設課長 

  今おっしゃられたのは、募集停止をしてある部分の中での話でしょうか。 

竹原信一委員 

  いや、この書いてあるとおりの話ですよ。老朽化、修繕費等の経費が増大しているて書い
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てるけど、本当かていうことで、実際に今までどのくらいかけてるのか、経緯があるでしょ。

減ってきてたらこれ、うそなんですよ。 

西園都市建設課長 

  修繕費の関係については、また後で資料を提出させていただきたいと思います。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

牟田学委員 

  今の質疑に関連なんですけど、木造住宅ですね、市営団地の。それを今後５年間でですよ、

今、先ほど課長が言われました募集停止をしている、私もきのうちょっといろいろ聞いて、

わかったんですけども、今度のこの５年間でどこ団地、どこ団地、もう募集を停止して解体

していくのか、そういう予定は組んでいませんか。 

西園都市建設課長 

  今の解体につきましては、募集停止をしているところで、現場の状況を見ながら随時、予

算と相談しながら解体のほうをやっていきたいというふうに思っています。平成２８年度は

９戸の建物を壊すという形で計画しているところであります。それからあと、総体的な修繕

につきましては、家屋の防水、外壁、浄化槽等も配慮しながらやっていきたいというふうに

思っているところです。 

岩﨑健二委員長 

  課長、計画があるでしょ。廃止すべき場所が幾らとか、廃止するべきそういう一覧表があ

ったじゃないですか。それを出してくださいということです。いいですか。後でいいですか

らそれを出してください。予算関係なくて、今から５年間の間に。 

牟田学委員 

  課長ですよ、この５年間で計画を立ててですね、古くなった木造住宅は何団地が何戸、ど

こ団地が何戸というふうに決めていってやったほうがですね、どこの団地の何戸を補修する

とかですね、そうじゃなくて、もう古くなって大分４０年、５０年経った住宅はつぶしてい

くというようなはっきりした工程をですね、組んだほうがいいんじゃないですか。 

西園都市建設課長 

  住宅の長寿命化の中で、しっかりとうたわれておりますので、その計画に乗った形で作業

をしていきたいという形で思っております。 

濵之上大成委員 

  今、関連して、この公共施設の老朽化でありますけれども、今後の維持管理の問題も大き

な検討課題と考えております。そこで、本市として公共施設の管理計画等を策定して、複合

化するのか、あるいは多機能化、あるいは民間への売却、廃止等について検討すべきと思っ

ておりますが、この近隣市はほとんどこういう公共施設管理計画を立てているところですが、

阿久根市もそろそろできてくるんですか、総務課長。 

内園総務課長 

  御指名であったんですが、実際これ、財政課のほうで計画を立てておりますので、後ほど

財政課のほうで機会があったらお尋ねをいただければと思います。 

山元企画調整課長 

  補足してお答えいたします。今、総務課長のほうからございましたように、財政課のほう

で計画を策定するということで進めているところでございます。現在、公共施設等総合管理

計画につきましては、平成２８年度までに策定を進めるという予定でいるところでございま

す。 

濵之上大成委員 

  早くそういった計画を立ててですね、売却すべきものは売却するとか、思い切った施策を

してほしいと願って終わります。 

岩﨑健二委員長 
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  ほかにありませんか。 

中面幸人委員 

  水道関係のことについてお尋ねいたします。上水道についてはですね、第６次拡張事業が

もう終わったり、簡易水道もそれぞれ市のほうにですね、老朽化、更新等がなされ、また共

同水道についても管理運営を市のほうに移管するような形で進んでおりますけれども、私が

考えて、心配してるのがですね、例えば３戸とか５戸とか地域なんかでもですね、上水道な

り簡易水道が通っていないところもあり、もしそこを整備をすれば住宅等もふえる可能性の

あるところもあったりするんですけれども、この４６ページの中でですね、主要施策の中で

今後は阿久根市新水道ビジョンというのを策定するというふうになっておりますけども、こ

れについてはどういうことを考えていらっしゃいますか。 

中野水道課長 

  阿久根市では現在、地方創生とかそういう中で、６０年に１万どしこでしたかね、人口が

減るというような中で、うちの阿久根市としましても、現在、給水人口は減りますし、その

中でそれに伴いまして水道料金の収入が減ります。その中で施設の更新等を行っていかなけ

ればいけないわけですが、施設の更新は当然お金がかかりますので、人口の減少とうちの財

政、水道の財政状況を見ながら、それに基づいてまずアセットマネジメントと言いますか、

どの事業を更新して今後の水道の安定経営に向けて、安定運営に向けてできるかという、ま

ずアセットマネジメントによりまして、事業の精査をしまして、それに基づいて地域ととも

に信頼できる水道ができるような新水道ビジョンという形で１０年後、将来４０年後を見据

えた形での計画を策定するという形で２８年度から取り組んでいこうと思っているところで

す。 

中面幸人委員 

  説明でですね、十分このビジョンについてはわかりました。そうですね、そういう人口が

減っていく中でですね、そういう計画しながら水道の運営をしていくわけなんですけども、

でも、市内にはですね、やはり上水道が、あるいは簡易水道が整備されれば、今は井戸水と

かですね、使ってらっしゃるところなんかもあるわけなんですけれども、今後そういうとこ

ろに、箇所等についてはですね、調査されて新しく上水道なり簡易水道なりですね、新しい

そういう設備というのはもう考えられないんですか。 

中野水道課長 

  水道は一応、上水道も簡易水道もなんですが、基本的には水道料金が基本になって運営し

ていかないといけないもんですから、当然、市民皆さん、水道を引いて平等な生活を送るた

めには当然今９８．５パーセントくらいの普及率ですが、残りの１．５パーセントの方につ

いても当然そういう方向で考えていかなければいけないんですが、将来的には当然経営が成

り立っていくようだと当然水道管も入れていかないといけないとは思ってるんですが、今の

ところはその状況を見る中で考えるしかないのかなと思っているところです。 

中面幸人委員 

  全くもう無理だと、そういうふうな夢はないということではないということですので、ま

たそういう地域についてもですね、ぜひ調査なりしてですね、全市的にですね、皆さんが平

等に水道水が使えるようにしていただきたいと思います。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

竹原恵美委員 

  ページ４９ページで、③の寺山住宅未着手箇所、６号・７号の建設を推進するとあるんで

すけれども、人口ビジョンが２０６０年、１万２，６００人。ほぼこれより速いペースで今

動いているんですが、また、はっきりとビジョンがあって環境は変化してきた中で、７号は

まだ要求が必要、見直しの必要はない状態でしょうか。 

西園都市建設課長 
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  阿久根市の市営住宅の寺山の関係の建設事業のことでありますけども、寺山自体が空き家

の待ちの状態が続いておりまして、一番人気のある住宅というふうに認識しているところで

あります。寺山の全体事業の概要ですけども、老朽化した住宅の建て替え事業ということで

あって、昭和２０年代後半から４０年後半に建てられた木造平屋建ての老朽化したのが４４

戸、１０７戸ぐらいありまして、それを全体の整備戸数と、１号から７号までの１２１戸と

いうことにしてあるところであります。その分につきましては、平成１２年から１６年の間

で２期工事、あるいは１号棟から４号棟まで４棟の８１戸が完成して、あとその後、平成２

８年、９年という形にかけて６号棟・７号棟という建設に入るところであります。今のとこ

ろは平成２８年度、９年度にかけまして、７号・６号棟の１７戸という形で建設をする予定

でありまして、一つの長寿命化の中の、計画の中で今作業を進めているところであります。 

竹原恵美委員 

  ４６ページには、先ほどありました公営住宅の長寿命化、有効活用へと転換するなどとい

うふうにありますけれども、これがぶつからないような全体計画を持って進めていただきた

いと思います。いえば長くならないのに過度に投資してしまうという方向にならないように、

数の管理をお願いします。 

西園都市建設課長 

  阿久根市の公営住宅の長寿命化計画の作成は、平成２４年に作成されておりまして、公営

住宅の老朽化が進む中、第５次総合計画、阿久根基本計画の住宅の老朽化とか、ライフスタ

イルの変化によって不具合への対応としてですね、点検の強化及び早期の管理修繕、更新の

戸数の削減を目指して公営住宅等長寿命化計画の策定が現在行われておりまして、予防保全

的な管理、それから長寿命化に資する改善を推進することになっておるところであります。

現在、実施中の寺山の建設事業を含め、今後１０年の市営住宅の維持管理や建て替え等を入

れ込んだものであります。それによりまして、現在既存の計画の阿久根市の住宅マスタープ

ランとか、あるいは阿久根市公営賃借住宅の基礎調査、第５次阿久根市総合計画を踏まえて

市営住宅の整備の方針としまして、人口動態に基づく管理戸数の目標を４６０戸から４８０

戸という形で長寿命化の中では設定してあります。その中で、活用の計画、または構造別、

築年別の一次判定等の継続判定を行った上に、二次判定とか躯体、それから住居性を判断し、

それらを踏まえて地域の必要性、周辺の整備の状況等を勘案して、活用計画を整備してあり

ます。その中で市営住宅の管理戸数がその当時、５２６戸、うち用途廃止が１５個、それか

ら建て替えが４８戸、非現地建て替え８９戸、個別改善１５１戸、修繕対応ということで２

２３戸の内容になっております。この計画に基づいて建て替え、それから現地、非現地の建

て替え等を実施することになっているところです。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

牟田学委員 

  ４７ページ。下水処理に関してですね、阿久根市は都市下水はやらないと、合併浄化槽で

いくということなんですけれども、今、現在ですね、合併浄化槽と単独との比率はどのよう

になってますか。 

石澤市民環境課長 

  平成２６年度におきまして、普及率が４５．０５パーセントとなっておりますので、５５

対４５という形で、４５のほうが合併処理槽と、５５のほうが単独槽及び汲み取り槽という

ことになっております。 

  以上でございます。 

牟田学委員 

  これをですね、今後５年間やっていかないかんわけですけれども、大体目標としてどのく

らいを考えておられますか。 

石澤市民環境課長 
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  この計画が５年間でございますので、大体毎年ですね、１１５基程度を整備いたしまして、

平成３１年度末におきまして、５５．５パーセント、約１０パーセント程度の積み上げをと

考えております。 

  以上でございます。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

渡辺久治委員 

  同じく市民環境課の事業についてお尋ねします。４７ページの一般廃棄物処理対策の主要

施策の４番目、ダンボールコンポストについてちょっと教えてください。それをどのように

取り組みを推進するのか教えてください。 

石澤市民環境課長 

  ダンボールコンポストの普及でございますが、平成２５年度にですね、阿久根市でダンボ

ールコンポストモデル事業をしようということになっておりまして、そのために取り組みま

して、平成２５、２６と学校とかそういった団体を中心に普及を行いましたが、ちょっと普

及が進んでいかなかったものですから、２７年度からですね、こちらのほうについてはモデ

ル地区をつくりまして普及をしていこうということで１地区お願いをいたしました。そして、

今度はですね、平成２７年度、阿久根市内におきましてごみ現状をということで説明会を行

っておりまして、その中でダンボールコンポストを紹介いたしまして、約、去年で５００個、

皆さんに今、利用していただいている状況でございます。今後もですね、ダンボールコンポ

ストにつきまして、生ごみ堆肥化事業をされてない集落に対しまして積極的に進めていこう

と考えております。 

以上でございます。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

仮屋園一徳委員 

  ４９ページのですね、廃棄物処理施設、ごみ処理施設の中で、塵芥処理施設負担金という

のがあるんですが、これが塵芥処理とリサイクル、し尿処理、北薩広域行政事務組合負担金

のうちのですね、施設ごとに記載してあるんですが、この通常負担金の中に、今回の環境セ

ンターの移転負担金というのも考えられてると思うんですけど、過疎の中で、その考え方、

負担割合というのがもしわかってたら教えてください。 

石澤市民環境課長 

  今の御質問なんですけれども、今度、新焼却施設におきまして北薩広域が事業主体でござ

います。その中でですね、阿久根市の負担金という形で出てまいりますが、その事業の中で、

起債の対象となるものにつきましてはピックアップいたしまして、起債対象として今現在も

充当いたしております。ですから起債対象になる部門についての充当というのは今後も続け

ていくつもりでございます。 

  以上でございます。 

仮屋園一徳委員 

  阿久根市の負担と考えた場合にですね、過疎が一番のウエイトを占めるのかなと思ったも

んですから、一応確認の意味で質問いたしました。ありがとうございます。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

  [「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、第４章について審査を一時中止いたします。 

 

○第５章 高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進 

岩﨑健二委員長 
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次に、第５章について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

濵之上大成委員 

  簡単に。５３ページ、５４ページに関連しまして、児童の保健及び福祉の向上及び増進、

さらにはその他の保健及び福祉の向上に関連してですけれども、私一番気になるのは、休日

あるいは病児の保育、それから災害時における施設がないということを危惧しております。

そこで、そういった受け皿をですね、医療関係、そして幼稚園・保育園、そういった状況の

中でしっかりと連携をしていただいた、とういう状況の中でですね、受け皿を決定していた

だければなというふうに思っております。それとこの障がい者に対しては、保護者が非常に

高齢化しておりまして、非常に保護者のほうの状況が非常に厳しい状況であることも御理解

いただいておると思うんですが、そこに施設はありますけれども、平日はできてても災害時、

あるいは休日等の場合はやってませんので、万が一の親の行動をするときに、子供を預ける

場所がない。あるいは病児になったときに、それを守るじいちゃん、ばあちゃんが見られる

場合はいいんですけれども、見れない人の職が離れていくということで、非常に厳しい状況

でありますが、この点についてこういった計画も含まれていらっしゃるかどうかをお尋ねし

たいと思います。 

早瀬生きがい対策課長 

  今、濵之上委員の件につきましては、実際、災害時の対応ということで、福祉避難所とい

うのを１０数カ所設けてございます。ただし、ここについては施設自体の入所者について職

員は対応しますので、そこの施設の一部に障害、そういう高齢者の方々を受け入れるという

ような仕組みの中であります。今言われたような中から、今度こじかのほうも施設整備をし

ますが、そこも折多地区の避難所とあわせまして、福祉避難所のほうの施設と指定したいと、

前回もちょっと説明したんですが、こじかについては床暖房等もありますので、そこには実

際療育を昼間しても夕方からは職員がいなくてうちの職員のほうが福祉避難所の管理に当た

るというようなことからすれば、若干の枠をいうのはあるのかなというふうに思っておりま

す。あと子供を預かる場所、保護者の両親等も高齢化でなかなか見れないというそういう病

後児のこともですが、これにつきましてはうちの子ども子育て会議の保育部会を先日開催い

たしました。なかには、保育園に中で病児保育をやってるところもあります。もしくは小児

科の医療機関が病児保育を実施しているところもあると。ところが今の時期みたいにインフ

ルエンザがはやっているときは、いいと言えば語弊なんですが、運営上、年間全く利用がな

かった場合に、そういう医療機関とか保育所なんかが手を挙げるかということになりますと、

なかなか難しいというようなことから、鹿児島市とか大きい都市部においては成り立ってい

るという状況の中で、例えばこの前提案ちょっとしたのが、阿久根市、出水市、長島町で、

野田町が今、夜間救急医療機関となってます。そこには、横に保育園も併設されております。

そういうところで病児保育の受け入れをやっていただいて、阿久根、出水、長島でそれぞれ

負担金を支払いをすると。そういうことを２、３年やっていく中でどれだけの需要があるか

によって単独の市で開催というのが一番理想とされるのかなというようなところで、今ちょ

っと保育部会のほうでも話をしたところでありました。 

  以上です。 

濵之上大成委員 

  ありがたいことであります。医師会のほうにも御相談した件がありまして、高齢化になっ

ております、お医者さんもですね。このお医者さんとも輪番制でそういった施設に待機をし

ていただきたいということをお願いに行った経緯もありますので、今後、行政側からもそう

いったお願い等をしていただいて、何とか住みやすい、子供を育てやすい環境をつくってい

ただければなあと思っておりますので、よろしくお願いします。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

濵﨑國治委員 
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  今の休日保育や病児保育に関連をしてでありますが、５１ページでは休日保育や病児保育

などの特別保育サービスの充実が求められているということで、現状を把握されているよう

であります。先の議員と語る会におきましても、この休日保育、あるいは病児保育の切実な

る要望が出たところでもありますが、先ほど課長が答弁されたんですが、今の答弁の内容を

ですね、何でこの５年間の過疎計画の中に取り組めなかったのか、その辺をお伺いいたしま

す。言いますと、主要施策のほうでですね、具体的に病児保育とかですね、あるいは事業名

のほうでですね、出てきていないんですが、先ほどおっしゃったように、２市１町でのそう

いう考え方とかですね、やっぱり計画ですので、その辺はぜひ搭載してほしかったなあとい

う気がするんですが。 

早瀬生きがい対策課長 

  この病児保育等につきましては、国のほうの補助事業となってますので、その辺を活用す

ればこっちの過疎債のほうにはちょっと出てこなかったというふうに理解しています。 

濵﨑國治委員 

  補助事業であるのでここに記載をしてないということもあるでしょうけれども、ただ、過

疎地域の活性化ということですので、補助事業であるとかそれではまたなく、活性化のため

にはぜひ必要だなということでぜひ搭載すべきじゃなかったかなということであります。 

早瀬生きがい対策課長 

  この件につきましては、保育部会が開かれたのが２月でございまして、その話がその時初

めて具体的に出たということもありますので、こちらには載せておりませんが、粛々とやっ

ていきたいと思います。 

岩﨑健二委員長 

よろしいですか。ほかにありませんか。 

中面幸人委員 

  この高齢者等の福祉の向上及び増進ということでございますけれども、今あの健康で長生

きをと、健康寿命を延ばそうという形でいろんな取り組みと、また今度の計画の中にもです

ね、取り組まれておるようでございますが、今後ですね、高齢化が進んでいくわけでですね、

各集落、地域にとってですね、やはり区長さんの役割、または民生委員さんの役割というの

が相当やっぱり大事になってくるんじゃないかと思っておりますけれどもですね。今、支え

合いマップ作りも進んでいると思いますけれどもですね、たとえば、今、国でやってるとい

うか、国からのあれで民生委員さんもいらっしゃるわけなんですけれども、このようなのは

民生委員を増やすというんですかね、国が増やすのは難しいかもしれんからですね、これは

行政でですよ、民生委員さんの補助員もいりますけれども、ああいうのを今後は増やしてい

く必要があるんじゃないか。あるいはまた、それに対してですよ報酬等もやっぱりやりなが

らですね、そういうのを組織を今後は作っていかなくちゃならないのかなあというふうに私

なんかは思うんですけど、そのあたりはどのように考えていらっしゃいます、ただ、健康づ

くりばっかりじゃなくてですよ。そういう今度は援護するというそういう方面の計画はなさ

れていかないのかというのをお聞きいたします。 

早瀬生きがい対策課長 

  まずあの民生委員の件でありますが、民生委員につきましては今年の１１月末で３年間の

任期が終わります。民生委員が現在６３名ということで、この人数につきましては１年前に

県の方からの照会がありまして、民生委員会のほうとも協議した結果、６３ということなん

ですが基本的なところでは、世帯の１２０から１８０世帯に一人というような、１２０から

２８０ですね、に一人というような基準がございまして、小さい集落であれば２、３集落で

一人、ただ大きいところであれば集落に２人、３人というようなことがありますので、この

辺の調整は当然ながらやっていかなければならないというふうに今、思っておりますし、こ

の６３の中でその調整も今ちょっと動いてみたところでもあります。また、この報酬につき

ましても県内の中では阿久根市が安い方ではないというような実績が出ておりますので、今
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のところここについては変更はないというところであります。あと、民生委員等を支える地

域アドバイザーというのが阿久根市に大体１６０名近くいらっしゃいます。この方々が集落

内の一人暮らしの高齢者、そういう支援が必要なところを月１回定期的に民生委員さん、区

長さんたちと回っておられますので、この辺の方々が一番重要になってくるのかなというこ

とで、個々の人数については、増やしていく方向で今、進めているところでございます。 

  以上です。 

中面幸人委員 

  ちょっと地域でちょっと雑談的に話が出ておったんですけども、今お聞きすれば、７７集

落に対して民生委員が６３名。それぞれの地区のですね、居住者に応じての配分だというふ

うに思っておりますが、それとまたその民生委員のアドバイザーとして１６０名ということ

でございますが、先ほど課長が言われた報酬等について、阿久根は安くもないということで

ございましたけれども、民生委員、私は民生委員の報酬みたいのはあってないようなもの、

積み立てをしてどっか施設に行くくらいかなというふうに思っておりますけども、その辺あ

たりをちょっとお聞かせもらえませんか、民生委員のそういう報酬、またはアドバイザーな

んかにもそういうのもあるのかというのを教えていただきたい。 

早瀬生きがい対策課長 

  民生委員につきましては、行動等の費用につきまして、その実績に応じて国のほうから若

干の費用が出ております。それについてはちょっと我々は関知していないんですが、阿久根

市のほうから一人当たり６万３，０００円を支給しておりますので、三百数十万円を支給し

ているということになります。あと、アドバイザーさんにつきましては、年間５，０００円

ということで、この額については月１回は最低でも活動されますし、地域内に施設等があれ

ばそこの第三者委員にもなっていらっしゃいますので、若干、上げたほうがということは個

人的には思っております。 

  以上です。 

中面幸人委員 

  そうですね、特に今後やっぱり高齢者がふえてくればですよ、やっぱりアドバイザー、民

生委員のほかにはアドバイザー的な役目をする人がですね、必要かと思うんですよ。そうい

ったときにやっぱり自分のまずは仕事があったりとか、いろいろそういうのが出てくるかも

しれませんけれども、ある程度やっぱりそういうことも含めながらですね、報酬等をある程

度含めながらですよ、パート的な、パートくらいのですね、月々のそういうのがあるぐらい

のですね、そういうのがあればほとんどそれに集中してですね、いろんな身の回り等も、そ

ういう高齢者の援護的なこともですね、できるんじゃないかと思いますので、今後そういう

ことまで考えていかなければならないのかなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

濵田洋一委員 

  食の自立支援事業について、少しばかり教えていただきたいと思います。利用される方々

の、対象者の条件というのはどのようになっていましたでしょうか。 

早瀬生きがい対策課長 

  食の自立支援につきましては、おおむね６５歳以上の高齢者。ですから、これは夫婦であ

ってもかまいません。自立して食事等、買い物が困難であったり、食事をつくることが困難

である方々。それプラス障がい者の方々ということで、実際、自宅で生活することの支援と

いうようなところで捉えておりますので、そういう方々については、例えば隣に息子さん夫

婦がいても、息子さん夫婦が共稼ぎであれば、実質的には夕食、昼食の準備ができないとい

うことから対象となります。 

濵田洋一委員 

  昨日でしたでしょうか、昨年の１０月より大川・西目地区においてはほかの事業所がされ

るというようなことで、今、現在２事業所でしょうか。それからその利用者数なんですけれ

ども、２事業者合わせた中でのですね、昼食、夕食ということで、１日当たりの食数という



 

- 25 - 

いのが、それぞれ増減、例えば入院されたりとか、デイサービスに行かれたりとかですね、

そういうのもあるかと思うんですが、大体で結構ですので、１日当たりの食数というのを教

えていただきたいと思います。 

早瀬生きがい対策課長 

  合計で１月でありますと、１月現在は登録者数が１３１名で、配食数が、昼が１，８５３、

夕食は１，９７５の合計の３，８２８となっております。これが２つの事業所からの合計分

であります。それぞれ分けた方がよろしいですか。 

岩﨑健二委員長 

いいですか。ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、第５章について審査を一時中止いたします。 

 

○第６章 医療の確保 

岩﨑健二委員長 

次に、第６章について質疑に入ります。ありませんか、第６章。 

竹原恵美委員 

  市長は、施政方針の中のページ２４ページ、施政方針の中で大川診療所については今後の

運営のあり方について検討していくと経営面に対して厳しい状況が続いているというふうに

言われたんですけれども、この計画時点ではページ５８ページには大川診療所を地域医療と

しての機能充実を目指すとともに、災害時の緊急医療や地域福祉の拠点としての機能を充実

させる。常駐の医師の確保を目指すとともに、公設民営化への検討をするというふうにある

んですけれども。これからの方針から変わった場合、方針が市長の考えの方向性が恐らく変

わるんだろうと思ったんですね。施政方針の中で、施政方針の中では運営のあり方について

考えていくと言われたので、文書は両方それぞれの時期に立っているんでしょうが、方針の

変更という、方針の方向性の変化があれば、この５８ページの内容も目標が変わっていくと

いうふうに考えていいですか。 

児玉健康増進課長 

  今の、施政方針の中にもありましたとおり、なかなか大川診療所の経営自体が厳しいとい

う状況の中にあります。今度どういった経営、過疎計画にもありますように、公設民営がい

いのか、このままいっていいのかというのを地域住民の方々の御意見を伺いながら検討して

いきたいと。そのあり方を協議検討していきたいということで、施政方針のほうにも載せた

というところで考えております。 

竹原恵美委員 

  それでは、この文書の前提のところですけれども、機能の充実を目指す、という点におい 

 ては、変わらぬ方向性で今いるというふうに理解すべきですか。 

児玉健康増進課長 

  そこも含めて今後検討していきたいということで、記載をしてあるということで、御理解

いただきたいと思います。 

岩﨑健二委員長 

  いいですか。ほかにありませんか。 

濵之上大成委員 

  １点だけ。在宅医療制度、ここに在宅当番医制事業とかあるんですけれども、今後ですね、

大川地区、阿久根市内、脇本地区、この３地区に分けてですね、在宅医療をするという状況

の計画はありますか。 

健康増進課長 

  在宅医療につきましては、阿久根市だけではちょっとできるものではないと考えておりま

す。それは２市１町で今後検討していくということで、医師会とも、２市１町とも今後協議
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ということになってくるかと思います。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

山田勝委員 

  その、５８ページに書いてあるね、夜間一次、この３つとも例えば出水郡医師会ですよね。

でも特に病院及び在宅当番医制度というのは、医師会に今までにやっているお金をそのまま

やっているということやっで、わかりやすく説明せんな、事詳しくいうたって、みてんの、

質問が出てきました。わかりやすく、これは医師会にやるお金やらよ。だから医師会が当番

医制度をする、あるいは日曜にしてくれるとか当番にする、それを維持するために毎年、医

師会に何十年てやってるお金やっどが。 

児玉健康増進課長 

  山田委員にお答えいたします。おっしゃるとおり全て医師会の委託、または負担金、補助

金ということで、なっております。 

山田勝委員 

  それもね、やっぱり過疎計画に載せないかんことじゃあけ、せないかんことじゃったあが。

特別、過疎債を使うの。 

児玉健康増進課長 

  この３つの中で今、過疎債を使ってるのが、一番上の夜間一時救急診療所の部分について

は過疎債を今、借りているところであります。 

山田勝委員 

  今後は使う予定があるの、予定がないの、それはもうほとんど過疎計画に関係ない仕事を

こうして載せる必要はないような気もすったいどんね。 

児玉健康増進課長 

  過疎債につきましては午前中からも審議がありますとおり、枠というか、年間３億だった

ですかね、その中で事業の進捗状況等によって枠が、配分がありますので、実際ここに残り

の２つについてはこれまでの実績がないところでありますけれども、もしこういうところに

使える部分があれば、その際は過疎債を借りるということで記載をさせていただいてるとこ

ろであります。 

山田勝委員 

  載せとったほうが使い勝手がいいというわけやね。以上。 

岩﨑健二委員長 

ほかにはありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、第６章について審査を一時中止します。 

 

○ 第７章 教育の振興 

岩﨑健二委員長 

次に、第７章について質疑に入ります。 

中面幸人委員 

  現在ですね、それぞれの小学校、中学校なり、児童数、生徒数が減少していく中、特認校

を指定したりして、運用されているわけなんですけど、この７章を見ればですね、小学校、

中学校との統廃合についてのですね、これについては全然うたわれてはいないんですけども、

この間、議員と語る会でですね、父兄のＰＴＡの方と語る会で、出ておりましたけれども、

なんかそろそろそういうふうなこともですね、考える時期に来ているんじゃないかなという

ふうに私は感じるんですけれども、そのへん辺りはどういうふうに思われているのか、ちょ

っとお聞きいたします。 

小中教育総務課長 
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  この統廃合の関係につきましては、これまで平成１７年度に学校規模適正化協議会によっ

て議論をされまして、一定の方向が出されて大川中学校、それから鶴川内中学校の統廃合が

提案されて、結果的に陳情書等出されて中止という経緯があったわけですけれども、その時

の反省をふまえますと、やっぱり保護者だけでなくて、地域住民の方の反対というのもかな

りあったというふうに聞いております。したがいまして、市の方針というのを現在のところ

こういう方針を出すということではなくて、まず、地域住民の方、それから保護者の方の御

意見を十分聞かないといけないということで、考えているところですけれども、今後その地

域の中で、地域の方々とそれから保護者の方を含めてですね、そういった学校の在り方、児

童生徒数の減少に伴うその統廃合についての考え方、そういうのを地域内でも議論していた

だきたいというふうに考えています。その前段として、ことしから移動教育委員会というこ

とで、教育委員会が外に出て行って地域の方々と意見交換をする中で、そういった議論を出

していって、協議していったらというふうに考えて、今年度から取り組んでいるところです。

以上です。 

中面幸人委員 

  前回の議員と語る会でですね、それぞれ各グループに分かれて話をしたんですけど、それ

ぞれの班でもですね、この統廃合の問題については意見が出ておりましてですね、やはり複

式学級のいいところ、悪いところとか、それもあってですね、たとえば特に学校がなくなれ

ば、地域はさびれるという、そういうことで、相当地域的に反対もあるわけなんですが、も

うそれはそれでですね、もう当然、高齢化が進む中で、それもある程度地域でも納得する中

でですね、やはり子供の持ってるですね、素質を引き出せるのもですね、やはりある程度大

きな学校、たとえば人数の多いところでですね、やっぱり学ばせるのも１つの考え方かなと

いうふうに考えるところでですね、保護者が考えるのはですね、案外統廃合のことについて

関心を持っておられたようですので、このへん辺り、こういう過疎の計画の中にもですね、

当然もう取り入れて、はっきりと行政側としてもですよ、はっきりとしたうたった中で、私

は進めるべきじゃないかなと思っておりますけど、どうでしょうか。 

小中教育総務課長 

  中面委員がおっしゃるように、地域の方々の中にもですね、かなり統廃合についての理解

を進んでいるところもあると思います。大川地区の移動教育委員会を先日行いましたけど、

もちろん保護者の方からは、統廃合をしてほしい。少なくとも中学校の統廃合をしてほしい

という御意見が多かったです。その他に地域の方々も参加をされておりまして、御意見等を

伺ったら、以前とすれば統廃合の考え方が進んでいるのではないかと感じておりますので、

今後統廃合については、市の最重要課題ということで、ここの過疎計画の中にも一定の学校

規模数の適正化について検討していかないといけないということで、明記をしておりますの

で、そういう方向で、重要課題として捉えて取り組んでいかないといけないと考えておりま

す。 

岩﨑健二委員長 

  ほかにありませんか。 

山田勝委員 

  午前中のね、質疑の中で２章、産業振興の事業計画の中で、歴史資源を活かした観光地づ

くりというところでね、その万葉集の歌碑の話が出てきたら、それは生涯学習課だというこ

とで、止まってしまったんですけど、生涯学習課長が出席されていますが、いかがですか。 

岩﨑健二委員長 

  山田委員、それについては第８章の地域文化の振興等で出てきますので。 

  [山田勝委員「これは失礼しました」と発言あり] 

白石純一委員 

  ６０ページの下から３行目、海に面した本市の特性を生かした、海洋性スポーツの振興を

図る必要がある。これ、具体的にはどういったスポーツを想定されていますでしょうか。 
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中野生涯学習課長 

  海洋性スポーツの振興という文言でございますけど、本市には、Ｂ＆Ｇの海洋センターが

ありまして、そこにカヌー等の艇庫も整備されているところでございます。過去においては、

小中学校をはじめとして、カヌー教室等も実施してきたわけですけれども、指導体制、それ

から備品等の老朽化に伴って、そういったこともできないという状況が近年続いておりまし

た。外部からですね、そういった備品等の貸し出しの依頼もありまして、また、そういった

気運も年々ちょっと高くなってきているということがございますので、そういった備品等の

ですね、整備等も行いながら、また以前のような海に面した本市ですので、たくましい体づ

くり身体を鍛えるという意味でまたカヌー教室等の計画等もですね、徐々に立てていかなけ

ればいけないと、そういうふうに考えているところでございます。 

白石純一委員 

  子供たちは夏大島の遠泳をしています。阿久根高校は以前、阿久根高校も大島の遠泳をさ

れていらっしゃいました。この遠泳というのは、今のようなカヌーのようなですね、設備投

資が要らないということで、来るオリンピックのキャンプの誘致とか、あるいは国体でです

ね、今オープンウォータースイムという遠泳競技がございますが、そういったのも誘致でき

るのではないかと。そういう設備投資は要らないけれども、阿久根の海を使ったオープンウ

ォータースイム、遠泳協議、こういったのの振興も考えていくべきではないかと思いますが

いかがでしょうか。 

中野生涯学習課長 

  はい、今白石委員の述べたとおりですが、遠泳につきまして、以前については小学生ので

すね、大島から五色ヶ浜海岸までの遠泳というのはもう１００人を超える参加者もいて、指

導者もそれなりの部分で協力も得られてたわけですけれども、実は昨年の遠泳につきまして

は、参加者が３０名弱というような状況でございます。ただ、幸いにしてですね、指導者に

つきましては、昔遠泳に出られた方が今その指導者として残っておられると、水泳に関して、

遠泳に関しても思い入れがあるという方も沢山いらっしゃいますので、ぜひそういった方々

をですね、指導者として、活用しながらですね、遠泳についてはいわゆる費用も要らないと

いうこともございますので、遠泳については何らかの振興と言いますか、また参加者増を図

っていければというふうに考えているところです。遠泳の参加者につきましては、以前は泳

げない子の水泳教室、今はチャレンジアップスイミングという教室を開いておりますけれど

も、チャレンジアップスイミングのですね、最終目標というような形で遠泳を捉えてですね、

ぜひ今後ですね、保護者の理解も得ながら参加者数の増を図っていなければいけないと思っ

ております。それから、オープンウォータースイムとオリンピックの遠泳がございましたけ

れども、国体とか、そういったところもにらみながらですね、選手強化というようなところ

も含めてですね、そういったものが検討できるかどうか、誘致ができるものかどうかという

ようなところはですね、今後の検討課題だというふうに考えているところです。以上です。 

  [白石純一委員「了解です」と発言あり] 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

仮屋園一徳委員 

  ６０ページの下から２行目なんですが、スポーツイベント等において、施設の整備充実と

施設活用も含めた効果的な実施が望まれるとあるんですけど、イベントとして、ボンタンロ

ードレース大会とか、高校駅伝大会の度に全天候型をという話が出てくるんですけど、事業

計画の中には、入ってこないんですけど、検討というのはされているんでしょうか。 

中野生涯学習課長 

  実質的な検討という段階に実施に至るかどうかというところも含めてなんですけど、検討

というところまで入っているという状況には実際のところないというふうに私は考えており

ます。と言いますのも、全天候型のトラックに変えるということにいきますと、費用的には
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多額の費用がかかるということが目に見えております。２億から３億という概算がよく言わ

れるわけですけど、それを実施して、その管理等々についてもですね、またその後の費用面

も含めたところで、じゃあ今後どのような財源を見出しながらその整備を進めていくかとい

うところが非常に大きな問題でございます。陸上競技の振興においては、合宿等においては

その全天候型でなければもう合宿等が来ないよというような状況がございますので、その辺

から考えればですね、ぜひそういった整備も進めなければいけないというふうには考えてい

るんですけれども、まだ、そこまでは至っていないというのが現状でございます。 

岩﨑健二委員長 

いいですか。 

仮屋園一徳委員 

  陸上競技だけでなくてですね、いろいろサッカー場の整備とか、後々要望されてますので、

できればぜひですね、前向きに検討していただきたいということをお願いして終わります。 

濵之上大成委員 

  ６１ページの学校教育の主要施策の３点についてちょっとお尋ねしたいと思います。まず、

道徳心を養い、豊かな心と健やかな体をはぐくむ教育を推進するという言葉があるわけですけ

れども、私は個人的にいじめとの関係を考えてるんですが、この状況の中で、やっぱり１年生、

小学校の１年生も３５時間、２年生も３６時間しかない道徳授業であります。そこで、こうい

ったいじめを一番大事な時期なんですが、こういう傍観者がないような空気をつくるのも道徳

心の中で養えるというふうに思ってるんですが、この道徳心の推進というのはどのようなこと

をなさる考えでしょうか。 

中山学校教育課長 

  お答えいたします。道徳教育につきましては、今、濵之上委員がおっしゃったとおりに、

大変大事に考えているところでございます。特にいじめ問題については、本市の委員会もつ

くっておりますけれども、とても大事に考えているところでございます。道徳教育につきま

しては、道徳のいろいろな市の道徳の研修を先生方にまずして、道徳の授業のまず充実とい

うところから、始めております。それから、道徳教育については、昨年度までは道徳教育総

合支援事業という形でそれぞれの各学校にお願いをいたしまして、人物、それぞれの学校に

関わるような人物の発掘をいたしまして、それを道徳的な価値を見出すものということで、

冊子にしまして、それをまた道徳の授業の中に活かすと、そういうようなことも取り組んで

いるところでございます。そして、いじめについてはとにかく人間同士のいわゆる関係とい

うのが、大事にされないといけないというふうに考えておりますので、道徳の授業のまず充

実からはじめていきたいと、そして体験活動の中でもですね、道徳的な実践を培う場でもあ

るというふうに考えておりますので、そのような中にも道徳的な力をつけていけるようにし

ていきたいというふうに考えております。以上です。 

濵之上大成委員 

  わかりました。それから、まず４番目の三位一体の推進、それから１０番目の教職員の専

門的、実践的な指導力の向上を書いてあるわけなんですけれども、私としては、これは三位

一体となれば子供だけが成長するのではなくて、先生も、保護者、親も、やっぱり授業参観

等を通じてやっぱり勉強せないかんなというふうに、私はつくづくこの頃感じている１人で

ありますが、そこで、やはりこういったものをどのようになさっていくのか、それから今か

らこういった子供が少なくなってきつつあって、先生の状況も足りません。あえて申し上げ

れば、脇本小に音楽専科の先生がいらっしゃいません。こういった状況の中でですね、やは

り小学校は教職員としてのいろいろな、ある程度最低ラインの音楽等の授業をしていらっし

ゃるとはわかりますけれども、やはりそこに、不足する、不安のある、この前の議員と語る

会の中でもですね、名前言えばいかんけれども、大川のほうの中学校とこういうふうに言っ

ておきましょう。そこでも保護者のいろんな御苦労をお聞きした経緯があります。そこで、

今、市として２１年ですか、学校教育支援等をやってらっしゃいますが、やはりこういった
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状況の中で、やっぱり格差があっちゃいかんということで、学校の、学力の問題も関連しま

すけれども、やはり教員の勉強等もどのようになさるのか、そしてこういった教員支援を強

力的にしていただくことによって成長するんじゃないかと思うんですが、その点も含めて、

どのようになさる計画なのか教えてください。 

中山学校教育課長 

  お答えいたします。学校と家庭と地域、三位一体の学校づくりを推進するというところで

ございますけれども、これはもちろん地域と、それから家庭ということでございますので、

ＰＴＡのほうも一緒に子供たちの健全な子供たちの育成に携わっていただきたいということ

をまず考えます。そういう面では、安全面もですね、併せまして今スクールガードリーダー

等も入れておりますけれども、子供たちの登下校の安全を含めて、そこも気を付けていきた

いということで、考えております。それから、家庭教育につきましては、家庭の学習という

ところが、とても大事にされないといけない問題ではあるかというふうには思いますので、

そのあたりについても学校の先生方を通して、子供たちのこの学力向上にもつながりますの

で、力を入れていきたいというふうに思っております。それから、先ほどありました、学校

によっては、小規模になりますと、どうしても定数の関係がございまして、先生方がいわゆ

る全ての教科の先生がいないという学校があるのは実際事実でございます。ただ、だからと

いってその授業がないかということではございません。非常勤講師を入れて、なんとか中学

校の場合には、その教科の授業をしてもらったり、それから、先生の中で、いわゆる臨時免

許を取ってもらって、もう１つ教科の授業をしていただくと、そういうようなことでやって、

全ての教科の授業ができるような形はとっております。ですが、先ほどおっしゃるように、

専門性というところでいきますと、全てにその精通している先生が、授業をしているわけで

はないというところはございますので、県のほうにもその辺りについてはできるだけ加配を

入れていただけるようにお願いをしているというところでございます。それから支援員とか、

支援教員につきましてでございますけれども、今、阿久根市としましては英語のほうの支援

教員を入れております。それから小規模校の小学校のほうには理科の支援員という形で子供

たちの学力向上に少しでもつながるようにということで、入れておりますが、このようなと

ころももちろん人件費等の予算を伴うことでもございますけれども、子供たちにとって、学

力向上につながるものについては、どんどん考えていかなければいけないというふうに考え

ております。以上です。 

濵之上大成委員 

  どうか１つ各学校で格差がないように、そして、あまり人件費を気になさらないで、しっ

かりと人件費は教育には使っていただきたいというふうに要望して終わります。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

牟田学委員 

  生涯学習課長にちょっと。市長のこの施政方針でもですね、生涯学習課から、スポーツ係

を分離して、スポーツ推進課を新設するという施政方針でありましたが、生涯学習課を分離

ということで、何名くらいそのスポーツ推進課に配属になる予定でありますか。というのが

ですね、国体の準備等あるわけで、まずそのスポーツ推進課にですね、事務所を設けるのか。 

中野生涯学習課長 

  スポーツ推進課の設置ということでございます。今、牟田委員がお話されたとおり、目的

は国体への準備、それから強化、スポーツ力の向上というものが主な理由でございます。人

員体制につきましては、人事のことでございますので、市長、教育長のほうでまた協議をさ

れての話ですが、実質的には予算書等を見ていただければですね、その辺の体制というのは、

ほぼ、明らかになるかというふうに感じているところでございます。管理体制につきまして

は、今、体育協会が、市の体育協会が事務所を設けてますあそこにスポーツ推進課、職員が

入りまして、実質的に総合運動公園の施設管理、運営等を直で行っていくということを考え
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ているところでございます。 

牟田学委員 

  私としては、ボクシング会場に決まったわけですから、その準備のためのスポーツ推進課

と思っていますんで、というのが、ボクシング連盟の話を聞くとですね、事務に関しても、

準備に関しても、大変だという話でですね、生涯学習課から分離してその人数だけで足るの

かなというまず心配があるんですよ。それと、阿久根のボクシング協会の支援もいただいて

ですね、やっていくのか、それとその和歌山国体は視察に行きましたか。その時のボクシン

グ競技に関してですね、どれくらいの事務量、人数的なことはどうでしたか。あの、課長、

いいです。ただですね、連盟の話を聞けば、事務的にも準備にも、すごく大変だという話は

聞いてます。だからぜひそれに対応するだけのですね、人数辺りをですね、このスポーツ推

進課に揃えてですね、やっぱり準備をしていっていただきたい、その要望です。 

中野生涯学習課長 

  国体へ向けての準備なんですけど、いわゆる牟田委員が御心配の点はその、スポーツ推進

課を分離したからといって、その国体への準備が万全かというところだと思いますけれども、

もちろん、この人数ではですね、乗り切れないというふうに私個人的にも考えているところ

でございます。今後、来年度は具体的なその準備室というのは構えないということなんです

けれども、いわゆるその代わりにスポーツ推進課がその事務を執っていくという体制で臨む

わけですけど、これだけでは足らないだろうというふうには認識をしております。ですので、

今度もでしたけども、今後も、その体制については、総務課とも協議をしながらですね、人

員の確保、あるいは関係機関との協力を得られていかなければいけないと、その中でボクシ

ング協会、市のボクシング協会もはじめとしてですね、連携をとってその準備に向けて取り

組んでいくと、実は先週、県と県のボクシング連盟、それから市とはじめての連絡調整会議

を開催させていただいたところです。その中では、初めの顔合わせという部分もありました

けれども、実際のところは、じゃあ和歌山国体を振り返って、うちではどうなるだろうか、

というような協議をるるさせていただいたところでございます。その中で、いろんなリング

の問題とか、あるいは会場の施設の問題とかでてきましたけれど、具体的には今後詰めてい

くということで、連絡調整会議はその都度開いていくということにして、一応終わったとこ

ろでございます。それから、和歌山国体については、うちの職員２名が視察に行っておりま

す。田辺市であったんですけど、非常に施設も新しくてですね、施設的には恵まれたところ

でございました。報告を受ける中では非常に運営もスムーズにいっていたということでござ

いますけれども、うちで一番問題になる宿泊施設の関係、それから備品等の関係については

ですね、今後かなり話を詰めてですね、その体制を整えていかなければいけないというふう

に考えているところです。また、今後の具体的な展開につきましては、もう来年度以降、来

年度はまた準備委員会の設立、それから具体的にはその後の年度に施設整備が始まってくる

んじゃないかというふうに考えているところです。以上です。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

山田勝委員 

  私は、牟田委員の質疑の問題についてはですね、課長、今から３０年前に阿久根で国体を、

高校総体をしましたよね、ボクシングについては、あの例もありますし、そういうことでで

すね、その時の関係者はまだ健在でしょう、そういうことも参考にしながらね、ぜひ成功す

るように頑張ってください。 

  生涯学習課長にお尋ねしたいんですが、この整備計画の中にね、プールの問題が全然出て

いないですね、プールね、プール、あのプールについて、たとえば年間を通して、阿久根の

プールを使いたいという住民の方々がいるし、併せて子供については温水プールを使ってる

んだが、金がかなりかかると、光熱費にですね、そういうことで、課長にも話をしたことが

あるんですが、思い切ってボーリングをされたらどうですかと、それくらいの温度の水は出
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てきますよという話もしたんですが、やはりこれもね、頭の中に入れておってほしいという

気がするんですが、いかがですか。 

中野生涯学習課長 

  Ｂ＆Ｇプールにつきましては、昨年度いったん終了したということで、来年度もですね、

少し、環境整備の事業を入れてはいるところなんですけれども、基本的な部分は完成したと

いうふうに認識をしているところです。今、山田委員のほうからございました施設を使った

通年利用というところで、ございますが、施設自体が壁等がやはり断熱性があまり保てない

というようなとこ、保温性が保てないというようなところで、昨年も１０月末（修正あり）

をもってですね、一般の利用はやめにしたというところでございます。あの施設を通年利用

するという話になりますと、冬場でもかなりの燃料費を炊いてですね、いかないといけない。

それから更衣室でもですね、暖房設備を整えて、その中で着替え等をしていかなければいけ

ないということで、施設整備費にはまだまだかかるというような状況でございますので、通

年利用的には少し難があるんじゃないかなというふうに考えております。それから御意見が

ございました、地下を掘ってですね、温水を出すというようなところでございますが、一応

あれが、日本水泳の公認プールというようなものを取っております。公認プールにつきまし

ては、温泉等の水質が入ったものについては、記録として認められないというようなことが

条件でございます。水を使ってのプールという使用でなければというようなところがござい

ますので、今後どういった状況変化があるかもわかりませんけれども、そういった、今の現

状では、そういったことがございますので、今のところは、現在はその計画はないというふ

うに認識しております。 

山田勝委員 

  あのね、あなたの言うことをわからんことはないんだが、ところが市民、住民から考えれ

ばですね、何も公認コースが必要でなくて、出水になひけ行かないかんとなって、阿久根に

もあらなって、阿久根はでけんとなっていうことなんですよね。だから、公認プールが必要

な住民の中にはその公認コースも必要な人っていうのはそんなにたくさんおりませんよ。だ

からたとえば、あなたは今、水道って、水道について、温泉水は出ないかもしれませんよ、

温度は高くても、だからもう十分ね、検討する余地はありますよ、もう３０度前後のね、掘

ればね３０度前後の温水は、水は出てきますよ。ちょっと掘ればですね。ある程度掘れば。

だからそちらの方が長い目で見ればいいかなと私は思ったので、そういうことも発想の転換

ですよという話をしているわけです。 

中野生涯学習課長 

  はい、ご意見は十分わかりますので、検討に値するところだと思いますので、頭の中には

入れておきたいと思います。それから先ほどの発言の中で、一般の利用というのを９月末と

言いましたけど、昨年は１０月末まで広げて利用をしたところであります。訂正いたします。 

山田勝委員 

  そういうことでね、住民、市民に安心して、阿久根もやっぱりふとひこやったねって、ん

ども、んども出水市、出水の住民と差別されていないなあという気持ちにならせないと阿久

根に住みたいという気持ちにならないのよな。次にですね、学校教育課長にお尋ねしたいん

ですが、私は今濵之上委員が脇本小学校に音楽専科の先生がいないって聞いて、実はびっく

りしたんですけどね、何もその県の職員でなくてもいいじゃないですか。もう、地元にも立

派な音楽の先生がいらっしゃいますよ、民間の、ここでは教えられませんが、私が教えてあ

げますよ。だからそういう人を頼んでですね、やっぱり充実した音楽を教えてくれればいい

と思いますよ。音楽専科はいなくても、十分足りうる指導者はおります。何もこだわらんで

いいですよ。以上です。 

中山学校教育課長 

  ありがとうございます。学校の先生をする場合には、今免許状主義ということになってお

りまして、小学校、または音楽専科をする場合には、中学校の音楽の免許でもかまわないん
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ですけども、そういう免許を持った方がまず入るということになっておりますので、おっし

ゃるように、音楽の本当に専門の方というのはたくさんいらっしゃるというふうには思うん

ですが、それをそのまま学校にぱっといれるというわけにはいかないということでございま

す。 

竹原恵美委員 

  お尋ねします、ページ６４ページの一番上の事業なんですけれども、卒業祝い商品券等支

給事業、昨年から２年間の分で立てられた中学生の卒業の時の祝い金、１人あたり１万円と

いう事だったと思います。これは、適切ではないのではないかという意見を申し上げたいと

思います。教育費が潤沢な時代でもなく、ほかにも手厚くしてほしい部分というのはいっぱ

いある、先生のアシストもほしいという状況の中で、卒業祝い商品券というのを商品券を生

徒その学年３年生全員に配るという作業だったと思いますけれども、そこに、助成をしよう

と、手伝おうとするならば、所得制限もない、そのような事業はこれは不適切ではないかと

思いますが、いかがですか。 

小中教育総務課長 

  卒業祝い商品券につきましては、生徒の健全な成長を促し、次世代を担う人材の育成に資

するため、中学校を卒業する生徒全員を対象として、商品券５千円分と、それから図書券５

千円分の合わせて１万円を配布していますけれども、これにつきましては、高校入学などに

際しまして、入学費用とか、入学準備などに出費が重なるということで、家庭の支援という

意味合いもあって、支援をしているというところでありますので、これにつきましては、か

なり、過去まだ１回しかやっておりませんけれども、保護者の方からは高校入学等の準備に

対して助かったとか、大変行為的なご意見を伺っておりますので、来年度も予算要求として、

計上させていただいているところでございます。以上です。 

竹原恵美委員 

意見として、家庭の支援であれば、所得制限なりをかける必要があったのではないかとご

意見申し上げます。以上です。 

岩﨑健二委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

  [「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、以上で、第７章について審査を一時中止いたします。 

ここで、暫時休憩に入ります。 

（学校教育課・学校給食センター退室） 

 

  （休憩 １４：２３～１４：３７） 

 

○第８章 地域文化の振興等 

岩﨑健二委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開します。次に、第８章について質疑に入ります。 

山田勝委員 

  先ほどの言い残しをもうちょこっと言わせてください。いいですか。生涯学習課長、こう

休憩すれば、いろいろ知恵をみんな言ってかすったあが、さっきのプールのことじゃが、公

認コースの大会をする時には真水と変えればよかっじゃと言うから、それは非常にいい案じ

ゃ、んにゃんにゃ、それとね、熱料に金がかかるんですよね、熱料に、だから、あの５０ｍ

くらい掘れば、あそこはわからんけど、折口周辺はほとんど３５、３６度の温度が出るんで

すよ、水がね、だからあの辺もよく調査をしてみる必要がありますよ、だから私は、もうそ

うしたら非常に発想の転換でね、もっともっと市民にオープンなプールを提供できるか、ぜ

ひ頭の中に深く入れておいてください。出てはっていかんごと、わかったか。 

中野生涯学習課長 
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  御意見は承りました。ただ、その時だけたとえば地下水、あるいは温泉水に変えるという

のが、今公認プールのプール館として、長さ等が図られておりますので、それが館に与える

影響がどの程度かということが私も不勉強ですので、その辺も考えながら、検討はしていき

たいというふうに考えているところです。よろしくお願いします。 

山田勝委員 

  それはわかりました。最初でわかっておれば公認をすんなって言ったいどん、もうしょん

なかですね。そこで８章に入ります。先ほどの、文化財のことなんですけどね、文化財の看

板等の整備とかいうのにひっかけて、万葉集歌碑の話が出てきてですね、それは生涯学習課

のほうで計画しているよとかという話もしたんですが、具体的にどういう状況ですか。 

中野生涯学習課長 

  この要望につきましては、以前商工会議所からも要望が出されておりまして、その設置に

ついて、検討を加えたところでございます。どうにか設置ができないだろうかということで、

都市建設課と協議をいたして、案としましては、梶折鼻公園のほうに歌碑の設置の検討をし

たところです。ただ、この事業を行うに際しまして、北薩地域振興局の所管であります、地

域振興推進事業というのを活用してですね、その梶折鼻公園を一体的に整備しようという計

画を立てたところだったんですけれども、都市建設課、それから地域振興局と協議をされた

結果なんですけれども、すでに長島町のほうに歌碑が設置をされているという状況がござい

ました。振興局の見解からは、広域的な人口交流を目的とした事業であって、同じような施

設が、ここにあって、その効果というものはいかがなものかというような見解が示されてそ

この採択にはいたらなかったという状況でございます。本市の計画としましては梶折鼻公園

の周辺整備も含めた一体的な整備で計画をしていたところなんですけれども、それがいった

ん今のところは白紙に戻ったというところでございます。今後、この歌碑の設置に向けては、

そのもちろん場所、それから広域的な観光施設としての設置意義、それから活用計画ですね、

財源等も含めて再度検討しなおす必要性があるというふうに考えているところです。 

山田勝委員 

  それでは、阿久根市としては、鹿児島県、鹿児島県としてはできないけれども、阿久根市

としてはできないという結論にしないという結論には達していないんでしょ。阿久根市とし

ては。 

中野生涯学習課長 

  阿久根市がじゃあ一般財源を使ってそこにやるかというところについては、それはまだ否

定されたところではございません。ただ、当初予算には今回間に合っていないというところ

でございます。過去において、平成２０年度ですか、予算計上がされて、その時には設置に

はいたっていない状況もございます。そういった経緯も含めてですね、今後また検討はして

いかないといけないというふうに考えているところです。 

山田勝委員 

  歌碑についてはですね、なるほど、長島町には３か所くらいあるんだそうですね、しかし

ながらこういうのは、鹿児島、長島町にあるからというのは、これは県の見解であって、阿

久根市としてはですね、やっぱり自分のところにせないかなよというね、住民の気持ちもあ

るし、併せて会議所からの要望も出ているんだったら、阿久根市の文化財としての、位置づ

けするためにね、ぜひなるべく早い時期に設置できるようにご検討ください。 

白石純一委員 

  今の山田委員の文化財案内板等の整備ということに加えてですね、６５ページのその対策

の（２）の７行目、歴史民俗資料等の保存活用に努めると、これは当然必要になってくるわ

けですが、県の文化財である、阿久根砲ですね、この活用、今郷土資料館に保存されており

ますが、これほとんど人の目に触れることがない状況、現在ですので、これをより活用する

ために、たとえば阿久根の駅だとか、あるいは道の駅だとか、そういう観光客がたくさん見

えられるところに設置し、紹介することこそ本来の文化財の活用ではないかというふうに考
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えますが、いかがでしょうか。 

中野生涯学習課長 

  確かに阿久根砲については、この前も九州博物館のほうに展示をして、またその時にも詳

細な解析というか、調査もいただいたところであり、またその意義と、阿久根砲の意義とい

うのもまた深く探られたところでございます。この部分につきましても、今ご意見がありま

した通り、もっと市民の皆さんに広く周知をしなければならないというふうに考えていると

ころでございます。また、阿久根砲、非常に重いものでございますので、移動につきまして

は、かなりな費用もかかるというところがございます。その点も含めてですね、設置場所等

については、また検討を加えていかなければいけないというふうに考えているところです。

また郷土資料館、あそこの場所がですね、やはり、今３階のところで設置をされております

けれども、動かしにくい、それから人がなかなか入りにくいというところがございます。御

意見を踏まえながら、その点も含めてですね、今後検討していかなければならないと考えて

おります。 

白石純一委員 

  今、課長から市民の目にもう少し触れてもらいたいという意向は伺えましたが、これは市

民だけではなくて、もちろん観光の資源として大変貴重な資料でありまして、これは、私は

阿久根駅にたとえばあればですね、七つ星が停車して、乗客が見学されるのに十分値する歴

史資料であると考えますので、そういったところも考えていただけないでしょうか。 

野畑直委員 

  ６５ページ、主要政策の３番でですね、市内各地に伝わる郷土芸能等について、保存団体

への支援を行いながら、貴重な伝統文化を市民の財産として、保存継承に努めるとあります

けれども、保存団体への支援というのはどのようなことを考えていらっしゃいますか。 

中野生涯学習課長 

  今、保存団体については、市内で９保存会が、今あるというふうに認識をしております。

その部分につきまして、活動があったところにつきまして、若干ですが補助金を出してです

ね、費用等の補助をしているというところでございます。今後は、たとえば郷土芸能の発表

する機会とか、そういった場の提供を設けながらですね、この保存を継続していくと言う施

策を組まないといけないんじゃないかというふうにも考えているところでございます。今、

具体的な、金銭的な部分については、金額的には些少でございます。１万円だったかと思い

ますが、年間にですね、活動費用を補助しているというところでございます。 

野畑直委員 

  昨年から、夏祭りに踊り巡航というのが始まりまして、こういうのが出てきているんだと

思うんですけど、発表する場というのを提供することにもなればですね、やはり、保存会と

しては相当経費もかかりますので、昨年は１万円程度ということだったららしいと思うんで

すが、今後は、必要経費というのはやっぱり、何ももうける保存会ではないんですから、必

要経費というのも考えながら、取り組んでいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

岩﨑健二委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、第８章について審査を一時中止いたします。 

（教育総務課、生涯学習課退室） 

 

○第９章 集落の整備 

岩﨑健二委員長 

次に、第９章について質疑に入ります。 

中面幸人委員 

６７ページになるわけですけども、これからですね、高齢化が進んで行く中でですね、地
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域が、集落等の運営、整備等がですね、大きな問題点、そしてまた対策等が必要ではなかろ

うかというふうに思うわけなんですが、この過疎計画の中では、そのことに対してですね、

この６７ページ、半ページで済まされているようでございますが、この中でもですね、地域

づくり活動支援事業、今現在、やっている事業でありますけれども、これを推進、継続とい

うことで、済ましている気もしますけれども、その事業計画の中でですね、集落活動活性化

対策事業、こういうふうにうたわれておりますけれども、こういう中で細かく具体的にそう

いうのが、計画されているのかお聞きいたします。 

山元企画調整課長 

  この集落の整備につきましては、やはり市民の誰もが住み慣れた地域で暮らし続けること

ができるような仕組みづくりというのは非常に大切なことではないかというふうに考えてお

ります。ここに掲げてございます、集落活性化対策事業につきましては、現在、実施をして

おります、地域づくり活動支援事業につきまして、平成２７年度までの事業制度であったわ

けですけども、この制度につきまして、期間を延長して、さらに取り組んでまいりたいとい

うふうに考えているところでございます。 

中面幸人委員 

私が先ほど言いましたように、この９章のですね、問題、課題、そして対策等については、

その事業でこうやりますというふうにことでございますけれども、これからですねやっぱり

高齢化が進んでいく中でですね、本当に具体的にですよ、取り組まなければ私はいけないと

思っているんですけどですね、これを見る限り、課長の説明でもですね、私が先ほど言いま

した集落活性化対策事業というのを、ただこれは、今名ばかり仮称的なものかなというふう

に感じもするんですけど、どうなんですか。具体的にこの事業の中身があるんですか。その

（３）の事業計画のところで、そこに事業内容ってありますけれど、ただ、仮称であるのか、

その具体的な中身ってないのか。 

山元企画調整課長 

ここにございます、集落活性化対策事業の中で、先ほど申し上げました地域づくり活動支

援事業、それから、もう１つは区が合併をされる際に支援する、区の合併支援補助事業とい

う事業があるんですけれども、この２つの事業をもちまして、現在のところ集落活性化対策

事業ということで、考えているところでございます。 

中面幸人委員 

えっとですね、やはりですね、本当に年々ですね、高齢化率が進んでいくわけなんですけ

れども、またあの地域の格差というのを相当私的には感じるところがあります。それはどう

いうことかというとですね、たとえば集落が集落の山があったりとかですね、たとえばその

集落の土地を利用して何かをつくって、売却益が貯蓄されているとかですね、そういうふう

に集落にそういう財産等があれば、ある地域とですね、もう全然ない地域があるわけですね、

たとえば自分たちの地区でもですね、たとえば、市道等のですね、草払い等でもらえるお金

ですね、それぐらいが集落の１年間の予算等に充てられてですね、ほとんど必要な時に徴収

されたりするわけなんですけれども、そういう場合に、特に高齢化が進む中、年金暮らしの

人にとってはですね、そこの５００円だけでも大変な思いをされているところでございます。

そういう中でですね、そういう地域、地区間の格差もあるわけですけれども、たとえば、集

落のそういう市道等の奉仕作業等にもだいぶ影響が出てきますしですね、今後やっぱりそう

いうふうになんか具体的にですね、やっぱりせっかく今度この５年間でまた計画を、大きな

やつを組み直すわけですからですね、本当具体的に私はする必要があると思うんですが、そ

の辺あたりはこの章については、もうこれだけしかないんですか。 

山元企画調整課長 

計画書の中のページとしてはここにございます、６７ページに掲載しているわけですけれ

ども、委員がおっしゃいますように、地域のやはり活力を維持していくというのは、非常に

大切なことではないかというふうに考えておりますので、私どもといたしましても、そこの
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部分についてはしっかりと取り組んでいければというふうに思っているところでございます。 

岩﨑健二委員長 

ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、第９章について審査を一時中止いたします。 

（総務課、企画調整課退室） 

 

○第１０章 その他地域の自立促進に関し必要な事項 

岩﨑健二委員長 

次に、第10章について質疑に入ります。ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

ないですか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、第１０章について審査を一時中止いたします。 

（企画調整課、市民環境課退室） 

 

岩﨑健二委員長 

以上で各章の審査が終了しましたが、第１章から第１０章までに関する現地調査について

各委員の意見を伺います。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

それでは、必要なしと認め、現地調査はしないことに決しました。 

ここで、２５ページ表２－５商店の事業所数等についてが、平成２６年版が出ましたので、

配布いたします。 

（資料配布） 

ここで休憩に入ります。 

 

（休憩 １５：０１～１５：０６） 

 

岩﨑健二委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

山元企画調整課長 

  ただいま正誤表の中で、お配りしております、２４ページ、本文中の大駐車場に備えたと

いう部分につきまして、ここの文言を大駐車場をというような形で訂正した形でこの正誤表

のほうを後ほど差替えをさせていただければというように思っております。どうぞよろしく

お願いします。 

岩﨑健二委員長 

それでは、議案第６号 阿久根市過疎地域自立促進計画（平成２８年度～平成３２年度）

についてを議題とし、各委員のご意見を伺います。 

竹原信一委員 

  ４６ページの件、住宅の整備について、都市建設課長に質問をいたしました。文章の中で

ですね、多くが木造であり、老朽化が進み、経費等の、修繕等の経費が増大していると、こ

この部分についてですね、実際のところ、私が見た範囲では、今までほとんど整備をしてこ

なかったというふうに見えております。ですから、増大するほど、経費をかけていないんで

すね。ですから私がその都市建設課長に、今ここに書いてあるのは本当かどうかと、資料を

出せと申し上げたわけです。ですから、もしこれが、事実と異なるならば、この文章を、た

とえば、老朽化が進んでいるがこれから経費がかかってくるというふうに表現しないとうそ

になるんですね、かけてないんですから。だから都市建設課長の資料提出を待ちたいと思い
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ますが、いかがでしょうか。 

岩﨑健二委員長 

  今竹原信一委員より、先ほどの都市建設課長に対する質疑の中で、この経費について過去

５年間の経費の推移の表を出してくれというような意見がありましたが、その、経費のもの

が出てこないとこの言葉が違ってくるという意見がありますが、皆さんの意見を賜ります。

いかがでしょうか。都市建設課長からその書類を出していただいて、その確認をして、いた

だければどうかなと思うんですがいかがですか。 

牟田学委員 

  その５年間の分がすぐ出るんですか。 

  [「今確認してます」と発言する者あり] 

岩﨑健二委員長 

  一時休憩します。 

 

（休憩 １５：１１～１５：４５） 

  （都市建設課入室、資料配布） 

 

岩﨑健二委員長 

  休憩前に引き続き委員会を再開いたします。皆さんのお手元に、先ほど竹原信一委員より

請求がありました、表をお配りしましたので、ここで、都市建設課長の説明を求めます。 

西園都市建設課長 

  ４６ページの老朽化が進み、修繕費等の経費が増大しているという、竹原委員の質疑であ

りましたけれども、今皆さんのお手元のほうに表を配布してあるんですが、これはあの住宅

維持修繕事業の分で、平成２４年、２５年、２６年につきましては決算、それから２７、２

８につきましては予算という形で計上してあります。それで、２４年度につきましては、全

体という形で、２４年度の事業費ですけど、１，２６０万１千円、それから２５年度が、１，

３９９万、２６年度が３，３１４万４千円、２７年度が１，５１２万３千円、２８年度が１，

５７３万９千円ということで、この２６年度の３，３１４万４千円につきましては、工事請

負費のほうが１，９２０万５千円ということがあるんですが、これは折口ニュータウンの折

口住宅の分の合併浄化槽の設置の工事費という形になっております。そういう観点から、３，

３１４万４千円という形になっているところです。それから、あとは需用費、それから委託

料、工事請負費、原材料、公有財産購入費という形にこの分は主なものをちょっとここに示

してあるということで見ていただきたいと思います。それから、原材料につきましては、こ

れは修繕を行う時に、角材とか、トタンとかそういうのの関係の購入ということと、それか

ら公有財産購入費ということになりますが、これは、老朽化した風呂場とか、ファンとかい

ろいろそういうものを公有財産という形で購入して、交換を行うというそういう形でなって

いるところであります。以上であります。 

岩﨑健二委員長 

  課長の説明が終わりました。委員から。 

竹原信一委員 

  この表を見ると、増大しているとは様子が見えないんですよね、言葉に表現で言えば、ど

んどん修理部分が増えていなきゃいけないはずだけど、そうじゃないですよね、これ。つま

り、やるべきことやってないということですよ。これからも上がる。ということは、この過

疎対策の文章は、老朽化が進んでいるのは確かです。しかし、今までやってこなかったこと

が原因なんですね。ちゃんとやってきてないから。そして、今も、やれてないということも

事実でしょ、この文章ね、書類つくって、過疎債の理由にしなきゃいけないんでしょうから、

修繕費をかけていかなきゃならない状況になっているという文章に変えなきゃいかんでしょ

うね。これからかけなきゃいけないという話。増大してないんだから。 
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仮屋園一徳委員 

  私はですね、今意見があったように、老朽化進んでいくわけです。修繕費等の経費若干ず

つではありますが、増えてますし、修繕費等と書いてありますので、この中には解体費用等

も含まれてくると思いますので、文言はこのままでいいと私は思いますけど。 

  [「異議なし」と呼ぶ者複数あり] 

岩﨑健二委員長 

  異議ありませんか。 

  [「なし」と呼ぶ者あり] 

  異議なしと認めます。 

  よってこの文章はこのまま原案のままということでお願いいたします。 

  （都市建設課退室） 

岩﨑健二委員長 

  それでは、議案第６号 阿久根市過疎地域自立促進計画（平成２８年度～平成３２年度）

について正誤表も含め議題とし、各委員のご意見を伺います。 

 [「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、次に討議に入ります。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、次に討論に入ります。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

なければ、討論を終結いたします。 

それでは、議案第６号 阿久根市過疎地域自立促進計画（平成２８年度～平成３２年度）

の策定について正誤表も含め採決いたします。 

本案は可決すべきものと決するにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者複数あり] 

御異議なしと認めます。よって議案第６号は可決すべきものと決しました。 

以上で当委員会に付託されました案件は終了いたしました。ただいま議決されました案件

に対する委員会審査報告書の作成及び委員長報告につきましては、委員長に御一任願いたい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

ご異議なしと認めます。 

よって、ただいま議決されました案件に対する委員会審査報告書の作成及び委員長報告に

つきましては委員長に一任されました。 

次に、広報広聴委員会委員長から当委員会あて阿久根市議会だより原稿の提出依頼があり

ました。委員の皆様から記載内容等について何かご意見はありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

御異議なしと認めます。よって原稿の提出につきましては、委員長に一任されました。 

以上で過疎地域自立促進計画特別委員会を閉会いたします。 

 

 

（閉 会  １５時５１分） 

 

           過疎地域自立促進計画特別委員会委員長  岩 﨑  健 二 

 


